
A — ドウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 (—60 ページ） . 

設置と接続 (—76 ページ） . 

基本的な操作(―100ページ） . 

オプションの取り付け(—120ページ） . 

ケーブル接続(—177ページ） . 

BIOS のセットアップ(―188ページ） . 

リセットとクリア （—230 ページ） . 

割り込みラインと1/〇ポートアドレス （—233 ページ) 


本装置の各部の名称と機能についてパーツ単位に 
説明しています。 

本装置の設置にふさわしい場所や背面のコネクタ 
への接続について説明しています。 

電源の〇 N や〇 FF の方法およびフ□ツピーディス 
クや CD - ROM のセツト方法などについて説明し 
ています。 

本装置にオプシヨンを取り付けるときにご覧くだ 
さい。 

本装置の内部/外部へのケーブル接続例を示しま 
す。背面にあるケーブルの接続については「設置 
と接続」をご覧ください。 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法 
について説明しています。 

本装置をリセツトする方法と内部メモリ ( CMOS ) 
のクリア方法について説明します。 

本装置内部のアドレスや割り込みの設定について 
説明しています。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置外観 



5.25 インチデバイスの取り付け/取り外しや内部ケーブル接続を変更する際に開ける。 

②リアアクセスカバー 

PCI ボードやプロセッサ、 DIMM の取り付け/取り外しの際に開ける。 


装置前面 


ランプ(次ページ以降を参照) 









旧口 



□晶1□晶2 □ 0 □: f : □ 



① フロントべゼル 

POWER スイッチ、5.25インチデバイス、 CD - ROM ドライブ、フロッピーディスクドライブを取り扱うときや 3.5 インチディス 
クベイにハードディスクを取り付ける（または取り外す）ときに開ける。添付のセキュリティキーでロックすることができる 
100ページ)。 

② キース□ット 

フロントべゼルをロック/解除するセキュリティキーの差し口（—100ページ)。 
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装置前面(フロントべゼルを取り外した状態) 


©-1 ① -2 ① -3 





① 電源ユニット 

本装置に DC 電源を供給する装置。©-3はオプションス 
□ット(-127ぺージ)〇 

② CD - ROM ドライブ 

CD - R 〇 M のデータの読み出しを行う （—117 ページ)。 
©-1アクセスランプ（アクセス中はオレンジ色に点灯） 
©-2 CD トレーイジェクトボタン 
©-3強制イジェクトホール 

③ DISK ランプ (—70 ページ） 

④ 3.5 インチディスクベイ 

ハードディスク増設用スロット。約 25.4 mm (1 インチ)厚 
のハードディスウが取り付けられる（碑122ページ)。 
SCSI ID は右がら順に DO 〜 ID 4。 


⑤ 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクを揷入して、データの書 
き込み/読み出しを行う装置 (- H 15ページ)。 

⑤ -1 ディスク揷入口 

⑤ -2 フロッピーディスクアクセスランプ（アクセス 
中は緑色に点灯） 

©-3イジェクトボタン 

⑧ 5.25 インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライブ 
や光磁気ディスクドライブなどを取り付ける場所 (4 
134ぺージ)〇 

⑦ AC スタンバイランプ (—71 ページ） 

⑧ POWER ランプ (—72 ページ） 


八—ドウエア編 
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装置前面(スイッチ • LED ) 



① シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 。 UPS 
の接続はシリアルポート A コネクタのみ。 

「シリアルポート B コネクタ」はネットワークケープ 
ルコネクタと同じ形状をしています ( RJ -45)。 ケー 
ブルを差し間違えないよう注意してください。 

② USB 3 コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続する。 

③ SLEEP スィッチ 

一度押すと、本体がスリープ状態(省電カモード）とな 
り、もう一度、押すと復帰する （Windows Server 
2003 /Windows 2000でサボート14ぺージ)。 

④ UIDOJnit ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある ID ランプを〇 N / OFF するスイッ 
チ。スイッチを一度押すと、 ID ランプが点灯し、もう一 
度押すと消灯する （—68 ページ)。 


⑤ LMDOJnjt 旧）ランプ (—68 ページ） 

⑧ RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチ(—230ページ)。 

⑦ POWER/SLEEP ランプ(―67ページ） 

⑧ POWER スイッチ 

電源を〇 N /0 FF するスイッチ。一度押すと POWER ラ 
ンプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押すと電 
源を〇 FF にする¢=-101ページ)。4秒以上押し続ける 
と強制的にシャットダウンする（—230ページ)。 

⑨ DISK ACCESS ランプ (—67 ページ） 

⑱ LAN 2 アクセスランプ (—68 ページ） 

⑪ LAN 1アクセスランプ (—68 ページ） 

® STATUS ランプ (—68 ページ） 

⑱ DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベントログを採取する（—312ペー 
ジ)〇 
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⑨⑧⑦ 



⑨ PCI ポード増設用スロット 

オプシヨンの PCI ボードを取り付けるスロット(―140ベー 
ジ)。 ホットプラグ未サボート。 32 -bit • 33 MHz 対応。 

⑱ USB 1 〜2 コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続する。 

® モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （—91 ページ)。 

⑫シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する （—91 ペー 
ジ)。なお、専用回線に直接接続することはできません。 

⑱マウスコネクタ 

オプシヨンのマウスを接続する （—91 ページ)。 

® キーポー ドコネクタ 

オプシヨンのキーボードを接続する (-91 ページ)。 

© LHD ランプ (—68 ページ） 

⑱プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと接続する 
(—91 ページ)〇 

⑰1000/100/10ランプい72ページ） 

⑱ LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する （—91 ベー 
ジ)。丸数字の後の数字はポート番号を示す。ポート1は 
100 Mbps /10 Mbps 対応。ポート2は1000 Mbps / 
100 Mbps /10 Mbps 対応。 

⑱ LINK/ACT ランプ (—72 ページ） 

@100/10ランプ (—72 ページ） 



⑲⑲- 


① AC インレツト1 

電源コードを接続するソケット （—91 ページ)。装置に標 
準添付されている電源コードを接続する。 

② AC インレツト2 

電源コードを接続するソケット（->91ページ)。装置に增 
設電源ユニットを取り付けたときに接続するソケット。 

③ ICMB コネクタ 

ICMB インタフェースを持つ機器と接続する （—91 ペー 
ジ)。丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

④ シリアルポート B コネクタ 

装置前面のシリアルポート B と排他的に使用可能。使用 
するためには本体添付のリアシリアルケーブルの取り付 
けが必要 (—91 ページ)。 

⑤ Wide SCSI コネクタ 

Ultra 320 SCSI ( Wide 対応）インタフェース （ VHDCI ) を 
持つ外付けの SCSI 装置と接続する。最大1台まで増設可 
能 ( N 8141-28 A デバイス増設ユニットを接続した場合は 
2台まで。—183ページ)）。 

⑥ PCI ス□ット POWER ランプ(上)/ PCI ス□ット 
Fault ランプ(下） （—74 ページ） 

⑦ PCI ポード増設用スロット 

オプシヨンの PCI ボードを取り付けるスロット140ベー 
ジ)。ホットプラグをサボート。 64 -bit •100 MHz 対応。 

⑧ PCI ポード増設用ス□ット 

オプシヨンの PCI ボードを取り付けるスロット（―140ペー 
ジ)。ホットプラグ未サボート。 64 -bit - 100 MHz 対応。 


装置背面 


②③ -1 ③ -2 ④⑤ ⑥ 
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装置内部 


③ 



ホットプラグ対応 PCI スロット 
ホットプラグ未対応 PCI スロット 
ダミースポンジ 


④ プロセツサボード 

⑤ ベースボード 



④ ホツトプラグ PCI LED ボード 

⑤ メモリボード 

⑧プロセツ サボー ドエアタ'クト 
© カバーオープンセンサ 


エレクトロニクスベイ 


① フアンベイ 

② エレクト□ニクスベイ 

(D pci ボード増設スロット 


①②③ 
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PCI ボードス□ツト（右から PCI# 1〜 #8) 

① -1:PCI#1、 #2 (1st PCI バス、 32-bit . 33MHz、5V 
PCI) 

① -2: PCI#3、#4(3「dPCI バス、 64-bit -100 MHz、 

3.3V PCI-X) 

① -3: PCI#5、#6(4thPCI バス、 64-bit -100 MHz、 

3.3V PCI-X、 ホツトプラグ対応） 

① -4: PCI#7、#8(5thPCI バス、 64-bit ■ 100 MHz、 

3.3V PCI-X、 ホツトプラグ対応） 

インテリジェント_シャーシ ■ マネージメント_バス 
(ICMB) コネクタ 

ホツトプラグ PCI LED ボードコネクタ 
外部接続コネクタ （63 ページ参照） 

プロセツ サボー ドインタ フェー スコネクタ 

CMOS/ パスワードクリア用ジャンパスイッチ （23 1ページ 

参照） 


ホットスワップバックプレーン （HSBP Pri) コネクタ 

COMB コネクタ 

USB#3 コネクタ 

リチウム電池 

電源コネクタ 

電源コネクタ 

フ□ッピーディスクドライプコネクタ 
フロントパネルインタフェースコネクタ 
IDE コネクタ (CD-ROM ドライブ用） 

Ult「a320(B) コネクタ （5.25 インチデバイス • 外付け SCSI 装 
置用） 

Ultra320(A) コネクタ（内蔵ハードディスク用） 

冷却 FAN コネクタ 

ホツトスワップバックプレーン （HSBP Sec) コネクタ 


* ここでは本装置のアップグレードや保守(部品交換など) 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については出荷時のままお使いください。 
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① 


② 



③ 


⑤ ④ 


③ 


CPU3 ソケット （2 番目の増設ソケット） 
CPU4 ソケット （3 番目の増設ソケット） 
ベースボードインタフェースコネクタ 
メモリボードインタフェースコネクタ 


⑤ CPUT ノケット（プロセッサを搭載済み） 
⑧ CPU2 ソケット （1 番目の増設ソケット） 



W 


yoj 


TofD 


□ 12 
□ 10 
コ8 
コ6 
コ4 
□ 2 


〇) 


② 


DIMM ソケット（上図中の番号はソケット番号を示す） 

#1〜#4に DIMM を標準装備。#5〜#12が増設用ソケット（ただ 
し、#1〜#4も交換可能)。 

DIMM は4枚単位で#5〜#8、#9〜#12の順に取り付けます。 
メモリミラーリング機能(N8100 -925/926/964/965/ 1023/ 
1〇24のみサボート）やオンラインスペアメモリ機能を有効にす 
る場合は161ページを参照してください。 

プロセッサボードインタフェースコネクタ 


メモリ ボー 


プロセッサポー 


⑥ 


G 這③④ 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次の通りです。 

POWER/SLEEP ランプ 


POWER/SLEEP ランプ 



本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。電源が本装置に供給されていな 
いと POWER / SLEEP ランプが消灯します。 

省電カモードをサポートしている〇 S で、 SLEEP スイッチを押すか、〇 S 上のコマンドから省 
電カモードに切り替えるとランプが緑色に点滅します。 SLEEP スイッチをもう一度押すと、 
通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003 /Windows 2000の場合に機能します。また、〇 S に 
よっては一定時間以上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定 
したり、〇 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


DISK ACCESS ランプ 



DISK ACCESS ランプ 


DISK ACCESS ランプは 3.5 インチディスクベイに取り付けられているハードディスクの状 
態を示します。 

ハードディスクにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクに障害が起きた 
ことを示します。故障したハードディスクの状態はそれぞれのハードディスクにあるランプ 
で確認できます。 


八—ドウエア編 
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LAN アクセスランプ 



本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(バケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


UID ランプ 




本体の前後に各1つずつあるこのランプは装置前面にある UID スイッチを押すと、青色に点 
灯し、保守をしよラとしている装置を特定することができます。1台のラックに複数台の装 
置を設置しているときに利用してください。 

UID ランプを消灯させるには再度、 UID スイッチを押してください。 


STATUS ランプ 
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本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ランプが 
消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは本装置になんらかの異常が起 
きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 

• ESMPR 〇またはオフライン保守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を〇 FF にして再起動するときに、〇 S からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制シャットダウンをするか (230 ページ参照）、一度電源コードを抜き | 

差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

• メモリが CPU のいずれかが縮退 
した状態で動作している。 

• メモリ1ビットエラーが多発して 
いる。 

装置前面の電源ユニットにあるランプの状態を確 
認してください。 

BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を 
使って縮退しているデパイスを確認後、早急に交 
換することをお勧めします。 

消灯 

電源が OFR こなっている。 

- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、しば 
らくすると緑色に点灯します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を〇 FF にして、電源を〇 N にし直し 
てください。 POST の画面で何らかのエラーメッ 
セージが表示された場合は、メッセージを記録し 
て保守サービス会社に連絡してください。 

CPU 温度の異常を検出した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが検出さ 
れた。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちください。 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないが 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。それでも表示が変わらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

すべての電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

電源ユニットの個別故障を検出した。 

故障した電源ユニットのス□ットを確認し、保守 
サービス会社に連絡してください。 

ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されていることを確 
認してください。それでも表示が変わらない場合 
は、場合は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

温度警告を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないが 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。それでも表示が変わらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 
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アクセスランプ 


フロッピーディスクドライブと CD - R 〇 M ドライブのアクセスランプは、それぞれにセツトさ 
れているディスクや CD - R 〇 M にアクセスしているときに点灯します。 


ハードディスクのランプ ( DISK ランプ) 


DISK ランプ 



3.5 インチディスクベイに搭載している DISK ランプは表示状態によって意味が異なります。 

• 緑色に点灯 

ハードディスクに電源が供給されていることを示します。 

• 緑色に点滅 

ハードディスクにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けているハードディスクが故障しているこ 
とを示します。 

■I； ディスクアレイを構成している場合、 RAID レベルによっては1台のハードディスクが故 

r^TTl 障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築（リビルド） 

を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではありません）。 
ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクを交換すると自動的にデータのリビル 
ドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアンバー色に交互に 
点灯します。 
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リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 







































































n-O リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動してから 
八ードディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してください。た 
だし、オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にするとオートリビルドは起 
動しません)。 

• 八ードディスクの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクが存在する場合は、八ードディスクの交換は行わ 
ないで < ださい。 

AC スタンバイランプ 



前面にある AC スタンバイランプは、電源ユニットへの AC 電源の供給状態を示すランプで 
す。 

• 標準構成の場合 

AC インレット1に電源コードを接続して AC 電源を電源ユニットが受電すると SB 1 ランプ 
が緑色に点灯します。 

• 電源が冗長構成の場合 

オプションの電源ユニットを取り付けて、電源を冗長構成にしている場合、 AC インレッ 
卜1および2に電源コードを接続し、 AC 電源をすべての電源ユニットが受電すると SB 1 
ランプおよび SB 2 ランプが緑色に点灯します。 

本装置の電源を〇 N にすると AC R ランプも点灯します。 


八—ドウエア編 
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POWER ランプ 



□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

口□□閲園 On 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 






〇 

〇 



POWER ランプ 


電源ユニットにある POWER ランプは、電源ユニットの状態を示すランプです。 

本装置の電源を 〇 N にす ると ランプが緑色に点灯し ます。 本装置の電源を 〇 N にしてもランプ 
が点灯し ない 場合は、電源ユニットの故障が 考えられます。 保守サービス会社に連絡して電 
源ユニットを交換してください。 


響 L 

[ヒント丨 


オプションの電源ユニットを搭載し、3台の電源ユニットで運用している場合は、1台の電 
源ユニットが故障しても、残りの電源ユニットで運用を続けることができます長機能)。 
また、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、ホットスワップ(電源〇 N の 
まま）で交換できます。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 
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LINK/ACT ランプ (LAN ポート 1/LAN ポート2共通） 

それぞれのネットワークポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されていて、 
かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を 
行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連 
絡してください。 


100/I0ランプ (LAN ポート1 ) 

LAN ポート1は、1 00 BASE - TX と1 0 BASE - T をサポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードが100 BASE - TX か、 10 BASE - 丁のどちら 
のネットワークインタフェースで動作されているかを示します。アンバー色に点灯している 
ときは、 100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


100〇ハ00/10ランプ (LAN ポート 2) 

LAN ポート2は、1〇〇〇 BASE - T と1〇〇 BASE - TX 、10 BASE - T をサポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作 
されているかを示します。アンパー色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作されて 
いることを示します。緑色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作されていることを 
示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 


八—ドウエア編 
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PCI スロツトのランプ 

背面の PCI ス□ット#5〜#8には、 PCI ホットプラグのためのランプが2個ずつあります。 













pci スロット 


PCI スロット 



PCI スロット Power ランプ 

pci ボードが取り付けられているスロットで、ボードを固定するタブが閉じている場合は、 
本装置の電源が ON の間、ス□ットへ正常に電源が供給されると緑色に点灯します。 


PCI スロット Fault ランプ 

0 S が Windows Server 2003 /Windows 2000の場合のみに使用するランプです。〇 S 上で 
PCI ス□ットに接続されている PCI ホットプラグ対応の PCI ボードのドライバを停止し 、 PCI 
ボードがシステムから論理的に切り離されるとアンバー色に点滅します。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常が起きるとアンバー色に点灯します。 
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フアン FAU じ r ランプ 


本装置の冷却ファンが故障すると、故障したファンのとなりにあるランプが赤色に点灯しま 
す。故障したファンはホットスワップで交換することができます。 


故障していないフアンは取り外さないでください。フアンが故障した場合は、そのまま 
運用を続けず、すみやかに保守サービス会社に連絡して交換を依頼してください。 

ファンの交換は自分で行わないでください。 


ファン FAULT ランプ 



八—ドウエア編 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書(添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の 
中にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 






装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご 
覧ください。 

參指定以外の場所で使用しない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ 
以降の説明をご覧ください。 


Q 

A\ 


• 一人で搬送•設置をしない 
• 荷重が集中してしまうような設置はしない 
• 一人で部品の取り付けをしない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 


• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


• 定格電源を超える配線をしない 


H -0 ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、ラック内部の温 
度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温度 （10° C 〜 35° C ) を超え、 
誤動作をしてしまうおそれがあります。連用中にラック内部の温度が保証範囲を超えないよ 
うラック内部、および室内のエアフローについて十分な検討と対策をしてください。 
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ラックの設置は次の条件を満足する場所に設置してください。次に示す条件を満足できない 
場所や、[設置に適さない環境条件]に示す環境に当てはまるよラな場所には設置しないでく 
ださい。これらの場所にラックを設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作 
の原因となります。 

[設置に必要な環境条件] 

<動作時> 

室内温度：1 0 °C 〜 35° C *1 
湿度： 2096〜8096 
温度勾配： ±10° C / 時 
気圧： 749〜1040 hpa 

<休止時> 

室内温度： 5 °C 〜 40° C *1 
湿度：1096〜8096 
温度勾配： ±15° C / 時 
気圧： 749〜1040 hpa 

* 1室内温度15 ° C 〜25 ° C の範囲が保てる場所での使用をお勧めします。 

[設置に適さない環境条件] 

• 装置をラックから完全に引き出せないよラな狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど)の存 
在する場所。 

また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や導電性の金 
属などが含まれている場所。 

• 帯電防止力□エが施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 


八—ドウエア編 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

本装置をラックに取り付けます(取り外し手順についても説明しています）。 

別売の内蔵型オプションを購入している場合は、ラックに取り付ける前に取り付けてくださ 
い。 



△注意 


Q 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 指定以外の場所に設置しない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取り付けるために次の部品があることを確認してください。 


項番 

名称 

数量 

備考 

① 

フロントべゼル 

1 


② 

スライドレールアセンブリ （ L ) 

1 

部品に ru の刻印あり。 

③ 

スライドレールアセンブリ （ R ) 

1 

部品に 「 R 」 の刻印あり。 

④ 

ケーブルアーム 

1 


⑤ 

アダプタブラケット 

1 


⑥ 

ハンドルに） 

1 


⑦ 

ハンドル ( R ) 

1 


⑧ 

アームブラケット (7 〇〇） 

1 

ラックの前後マウント面の間隔が7〇〇 
mm 、 743 mm 用 

⑨ 

アームブラケット (9 〇〇） 

1 

ラックの前後マウント面の間隔が76〇 
mm 、 9〇〇 mm 用 

⑩ 

アームストッパ 

1 


⑪ 

テンプレート 

1 


⑫ 

ケーブルタイ 

6 

長さ 25 cm 

⑬ 

□ックスプリング 

1 

電源コード固定用の金具 

⑭ 

ネジ A 

6 

CPIMSx #8-32 x 6 

⑮ 

ネジ巳 

7 

CPIMSx #6-32 x 8 

⑯ 

ネジ C 

14 

CBIMSx 5 x 10 x 3 GF 

⑬ 

ネジ D 

6 

PL - CPIMSx 4 x 8 x 15 BF 

⑲ 

ワッシャ A 

12 

M 5-14( ネジ C 用のワッシャ） 

⑲ 

ワッシャ巳 

4 

PIWAx 5 x 15 BF 
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正面側 

FRONT 


4U 


243 - 307116-001 



□ 

□回 

□ 

□圓 

□ 

O 
〇 

□ 

□ 

□ 


□ 

□ 



□ 

□ 

□ 

□圓 

□ 


□Air 


〇 

〇 


□ 


〇 


背面側 

REAR 

4U 



〇 




本製品は再生紙を使用しております。 


□ 
□ 
□ 

□ 

口 

〇 □ 
〇 □ 

□ 
□ 

□ 
□ 


テンプレート（前面） 



テン プレー ト（背面) 

コアナツトを取り付ける 
位置を示すアイコン 


取り付け手順 

次の手順で装置をラックへ取り付けます。 

NEC のオプションラック （ N 8540 -28/29/38) へ取り付けることはできません。 


テンプレートを使って装置を取り付ける 
位置(高さ）を決める。 

テンプレートの高さは本装置と同じで 
す。テンプレートをラックの前後にあて 
て取り付ける位置決めてください。ま 
た、テンプレートには、コアナットやス 
ライドレールアセンブリの取り付け位置 
が書かれています。 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 


□ □ □□ sd □ □□ □ □ 
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2 . テンプレートで確認した位置にラックに 
添付の コア ナットを取り付ける。 

ラックの前面内側がら4個(左右に各2個） 
取り付けます。このコアナットとネジ C 
(4 本）、ワッシャ A(4 個）でラックに固定 
されます。 

ラックの背面内側からは、2個（ラック背 
面に向かつて左側に2個)取り付けます。 
前後のマウント面の間隔が 700mm または 
743mm のラックへ取り付ける場合は、こ 
のコアナツトにアームブラケット（700) 
を固定します。 



rll 



コアナットは下側のクリップをラックの四角穴に引っかけてからマイナスドライバなどで上側の 
クリップを穴に差し込みます。 



卜は必ずクリツプの位置が上下になるようにして取り付けてください。クリツプの位 
置を左右にして取り付けると装置が落下して故障するばかりでなく、大けがをするおそれがあ 
ります。 



4. インナーレールをネジ A(3 本)で図に示す 
向きで本体の両側面に取り付ける。 


I チェック I 


イン ナーレールには 左右に区別があり 
ませんが、それぞれの向きに対応した 
スライドレールアセンブリがら取り外 
したものを使用してください。 



5. もう一方のインナーレールを手順3〜4と 
同様の手順で本体に取り付ける。 


八—ドウエア編 
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6 . ネジ B (4 本)でハンドル (R) とハンドル (L) を装置前面に取り付ける。 




ハンドルの形状は右と左で異なります。形状を確認してください。フロントべゼルのタブを引つ 
かけるフレームがついている方がハンドル (L) です。 



7. 装置背面左下のネジ1本を外した後、取 
り外したネジとネジ B(1 本)でアダプタブ 
ラケットを取り付ける。 



8 . AC インレツトの両側の穴に□ツクスプリ 
ングを取り付ける。 



「「「「「 

「「「「「 

「「「「「 

「「「「「 

「「「「「 

「「「「「 

「「「「「 

「「「「「- ~1 

「「「「「 X 

「「「「「 C 

「「「「「〇 

rrrrr C 
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9. スライドレールアセンブリのスライドブ 
ラケットを固定しているネジ3本をゆる 
める。 

ラックの奥行き（前後の支柱間）にスライ 
ドレールアセンブリの長さを合わせるた 
めです。ネジ3本をゆるめるとスライド 
ブラケットが前後にスライドします。 


10. ラック正面から見て右側のフレームのテ 
ンプレートで確認した位置にスライド 
レールアセンブリを位置決めする。 

• スライドレールアセンブリの取り 
付け方向を確認してください。 

ーブラケット面をラック外側へ 
-スライドプラケットのある方を 
ラック背面へ 

• ラック前後の支柱にはネジ止め用 
の角穴があります。 NEC 製のラッ 
クでは、 1U 単位に丸い刻印があり 
ます。図のように刻印がスライド 
レールアセンブリのネジ穴（上側） 
の右上に位置するよラに位置決め 
してください。 

11 . スライドレールアセンブリをネジ C (2 
本、前後で4本）とヮッシャ A2 個(前後で 
4個）で固定する。 

• スライドレールアセンブリにある 
フレーム先端がラックの角穴のフ 
レームに突き当たっている状態 
で、レールのネジ穴 (4 個）が角穴か 
ら確実に見えていることを確認し 
てください。 

• スライドレールアセンブリが水平 
に位置決めされていることを確認 
してください。 

12. 手順9でゆるめたネジを締めてスライド 
ブラケットを固定する。 






八—ドウエア編 
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13. ラックの正面から見て左側に、スライドレールアセンブリを手順9〜12と同様の手順で取り付け 
る 0 

• すでに取り付けているスライド 
レールアセンブリと同じ高さに取 
り付けていることを確認してくだ 
さぃ。 

• NEC 製のラックへ搭載する場合 
は、スライドレールアセンブリの 
ラック背面側をネジ C (2 本) でアー 
ムストッパと共締めします（アーム 
ストッパと共締めする場合は、 

ワッシャ A は使用しません)。 

14. 2人以上で本装置をしっかりと持ってラックへ取り付ける。 


アームストッパ 




△注意 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• レリーズレバーは指で押さない 


本装置側面のレールをラックに取り付け 
たスライドレールアセンブリに確実に差 
し込んでからゆっくりと静かに押し込み 
ます。途中で本装置がロックされたら、 
側面にあるレリーズレバー(左右にありま 
す）を押しながらゆっくりと押し込みま 
す。 

レリーズレバーはドライバなどを使っ 
て押してください。指で押すと指を挟 
んでけがをするおそれがあります。 


ラックに取り付けたレール内には「ベア 
リングレール」と呼ばれるスライドレー 
ルがあります。ベアリングレールは 
レール内を自由にスライドできるレー 
ルですが、本体を取り付けるときは、 
ベアリングレールをラック前方にスラ 
イドさせてレール先端のプラスチック 
部分と同時にインナーレールを差し込 
んでおくと確実に取り付けることがで 
きます。 


スライドレール 

ベアリングレールアセンブリ 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い摩擦を感じることが 
あります。強めにゆっくりと押し込んでください。 
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装置をラックへ押し込んでいるときに 
ロックされて押し込めなくなることが 
あります。これは、レールにある□ッ 
クレバーによってこれ以上押し込めな 
くなっている状態になっているためで 
す。ロックレバーを水平にしてロック 
を解除しながらゆっくりとラック内部 
へ押し込んでください。 


15. 装置背面にケーブルアームをネジ B(2 本） 
を使って取り付ける。 

装置背面とアダプタブラケットにネジ B 
を2本仮止めし、ネジにケーブルアー厶 
の溝を差し込んでがら仮止めしたネジを 
しっかりと固定してください。 



16. アームブラケットをラック背面のマウント面またはスライドレールアセンブリに取り付ける。 


アー厶ブラケットはラックの前後マウ 
ント面の間隔に併せて2種類添付されて 
います。 

ラックの前後マウント面の間隔が 
700 mm または 743 mm の場合は、アー 
ムブラケット （700) を使用します。 ラッ 
クの奧行きが 760 mm または 900 mm の 
場合は、アー厶ブラケット （900) を使用 
します。 


マウント面 
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• ラック前後のマウント面の間隔が700 mm または 743 mm の場合 







アームブラケツト（700) 


ラック前後のマウント面の間隔が760 mm の場合 


アームブラケット （9 〇〇)をスライド 
レールアセンブリ後方のネジ穴のラち 
最も後ろ側の部分にネジ D (2 本）で固 
定する。 



• ラック前後のマウント面の間隔が900 mm の場合 


アームブラケット （9 〇〇)をスライド 
レールアセンブリ後方のネジ穴のラち 
最も前側の部分にネジ D (2 本）で固定 
する。 
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17. ケープルアームのもう一方の端を手順 16 
で取り付けたアームブラケットに取り付 
ける。 

• ラック前後のマウント面の間隔が700 mm の場合 

図の位置にネジ D (2 本)とワッシヤ B (2 
個）で固定する。 



ラック前後のマウント面の間隔が 743 mm の場合 



ラック前後のマウント面の間隔が760 mm または900 mm の場合 

図の位置にネジ D (4 本)とワッシャ B (4 
個)で固定する（図はラックの前後マウ 
ント面が9〇〇 mm の場合の例）。 



18. 本装置をいったんラックへ押し込んで取り付け位置を確認する。 


IチェックI 


本装置前面の左右上部の4力所のネジ穴の位置が、手順2で取り付けたコアナットの位置と一致 
することを確認してください。4力所の位置がすべて一致しない場合は、スライドレールアセン 
プリ、またはコアナットの取り付け位置が間違っていることが考えられます。取り付け位置を 
間違えると他の装置を隙間なく取り付けることができません。取り付け位置を確認してはじめ 
からやり直してください。 


八—ドウエア編 
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19. 本装置を何度がラックから引き出した 
り、押し込んだりしてスライドの動作に 
問題がないことを確認する。 

20. ネジ C(4 本）とワッシヤ A(4 個）で本装置 
をラックに固定する。 



ネジ C とワッシヤ A 


21. フロントべゼルを取り付ける （1 〇〇ぺージ 
参照)。 

以上で完了です。 
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取り外し手順 

ラックからの取り出し作業は必ず複数名で行ってください。 



△注意 


Q 

AA 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。1羊しくは、 m ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• —人で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


I. 本装置の電源が〇 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源コードやイン 
タフエースケーブルをすべて取り外す。 


2. 本装置背面にケーブルアームを固定して 
いるネジ2本をゆるめ、ケープルアーム 
を本装置が6取り外す。 


3. セキュリティロックを解除してフロント 
ぺゼルを取り外す。 

4. 本装置を固定している前面両側のネジ C 
(4 本)を外す。 



ネジ 


ケーブルアーム 



八—ドウエア編 
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5. 八ンドルを持ってゆっくりと静かにラッ 
クから引き出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされます。 

6. 左右のレリーズレバーを押してラッチを 
解除しながらゆっくりとラックから引き 
出す。 

wO^m 

• レリーズレバーはドライバなどを 
使って押してください。指で押す 
と指を挟んでけがをするおそれが 
あります。 

• 複数名で装置の底面を支えながら 
ゆっくりと引き出してください。 

ラックの機構部品も取り外す場合は、「取 
り付け手順」を参照して取り外してくださ 
い。 



レリーズレパー 
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本装置と周辺装置を接続します。 

本装置の前面および背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されていま 
す。次の図は本装置が標準の状態で接続できる周辺装置とそのコネクタの位置を示します。 
周辺装置を接続してから添付の電源コードを本装置に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 






0A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご 
覧ください。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 



A 注意 


A\ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 f 羊しくは、 m ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 指定以外のコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定以外の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

• 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 



シリアルインタフェースを 
持つ装置(管理 PC など） 



USB インタフェースを持つ 
装置(キーボードなど） 




八—ドウエア編 
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最後に添付の電源コードを 



付け用 SCSI ケーブルの取り付けが必要。 ルアダプタなど） 接続されます) 

*2 専用回線への直接接続は不可。このポートを使用する場合は、装置添 
付のリア用シリアルケープルを取り付ける必要がある。フロント側の 
シリアルポ_卜とは排他的に使用。 


ゾ 接続しようとしているケーブルを確認してください。本体前面の「シリアルポート B コネク 
f^] 夕」は、 LAN コネクタと同じ形状をしています。 LAN ケーブルを接続しないよう注意してく 
ださい。 

p -〇 • 本装置および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してください。 ON の状態 
jpiE のまま接続すると誤動作や故障の原因となります (USB デバイスを除く）。 

• NEC 以外(サードパーティ）の周辺装置およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることをあらかじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用できないものがあります。 

• キーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを上に向けて差し込んでください。 

• SCSI 装置の SCSI 旧は旧〇〜旧 6 の間で設定してください。旧は、重複しないよう設 
定してください。 

• 外付け SCSI デバイスを接続する場合は、 SCSI チェーン接続で最遠端に位置するデバ 
イスには終端コネクタを接続するか、終端設定をしてください。 
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p -〇 • オプションの SCSI 装置を増設する場合は、 rscsise / ect 」 ユーティリティ （222 ペー 
BgiB ジ)でオプションの SCSI 装置に対応した設定をしてください。 

• 外付け SCSI 装置を接続する場合、接続した機器の内部線長と SCSI ケーブルの総線長 
により、各デバイスは下表の転送レートで動作することができます。 


外付け SCSI 機器の内部 線 長 
と SCSI ケーブルの 総線 長 

最大転送レート 
( MB / sec ) 

SCS \ Se / ect ( D [ Sync 

Transfer Rate 」 の設定値 

データ転送幅 

2 m 以下ゎ 

20 

Auto * 2 

Na 「「 ow (8- bit ) 

40 

Auto * 2 

Wide (16- bit ) 

1 1 m 以下 ( LVD のみの場合） 

160,80 

Auto * 2 

Wide ( 16- bit ) 


*1 N 8141-28 A デパイス増設ユニットを搭載した場合は、 SCSI ケープルは 1 m 以下となりま 
す。 


*2 出荷時は Auto に設定されています。 SCSI 装置の中には転送速度の制限がある場合があり 
ますので、 SCSI 装置を取り付ける際には、添付の説明書をよくお読みください。 

• 外付け SCSI 装置は最大 1 台まで接続可能です。 

ただし、 N8141-28A デバイス増設ユニットを接続した場合は、 SCSI 装置の搭載は 
最大2台までとなります。 

• 本装置に標準装備のシリアルポートから専用回線に直接接続することはできません。専 
用回線へ接続する場合には、必ず回線電気通信事業法で定められた認定を受けた端末機 
器から接続してください。（専用回線とは、特定の利用者に設置される専用の伝送路設 
備およびその付属設備を指します。 NTT 等の公衆回線も含まれます。） 

• 接続した電源コードは背面にあるケーブルタイで固定してください。 

«ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないようフォーミンクして 
ください。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォーミンクしてくだ 
さい。装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 


八—ドウエア編 
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シリアルポートへの接続について 

本装置の前面または背面にある RJ -45 シリアルポートは、さまざまなシリアルデバイスを接 
続することができますが、デバイスによっては、 DCD / DSR 信号の仕様によりベースボード 
上のジャンパピン ( JP 25) の設定を変えたり、オプションのシリアルポート変換ケーブルを 
介して接続したりする必要があります。 

オプションのシリアルポート変換ケーブルには、 「 F 」 のラベルが貼り付けられているもの 
と、 「 R 」 のラベルが貼り付けられているものの2種類のケーブルがセツトで添付されていま 
すが 「 R 」 のラベルが貼り付けられているケーブルのみを使用し、 「 F 」 のラベルが貼り付けら 
れているケーブルは使用しません。 

I n -〇 機器間の電位差で装置が故障するおそれがあります。シリアルポートへ接続したケーブルを 
抜き差しするときは、本体と接続先の装置の電源を OFF にし、電源コードを抜いてから行っ 
てください。 

ジャンパピン ( JP 25) は次に示す図の場所にあります。カバーの取り外しやその他の内蔵部 
品の取り外しについては、この後の「内蔵オプションの取り付け」を参照してください。 
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SIN 

SOUT 

DTR 

GND 

RTS 

CTS 

Rl 

DCD 

DSR 


② RXD - 
©TXD - 

④ DTR - 

⑤ GND _ 

⑦ RTS - 

⑧ CTS - 

⑨ Rl - 
① DCD - 
⑧ DSR - 


-RXD ② 
-TXD ® 
-DTR ④ 
-GND ⑤ 
RTS ⑦ 
-CTS ⑧ 
- Rl ⑨ 
-DCD ① 
- DSR ® 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑤ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 
® DSR 


RJ -45 シリアルポートとモデムとの接続 

モデムを RJ -45 シリアルポートに接続する場合は、オプシヨンの「シリアルポート変換ケー 
ブル」を使用します。 RJ -45 シリアルポートに接続するケーブルには、 「 R 」 のラベルが貼り付 
けられています。間違わないようにしてください。ジャンパピンの設定は 「 DCD + DSR 」 （出 
荷時の設定）にしてください。 

謂—〇 アイコンをよく見て必ずシリアルポート巳に接続してください。誤って LAN ポートに接続 
しないよう注意してください。 

誤挿入を防止するために、本装置に接続する LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」と書 
かれたタグなどを付けて見分けられるようにしてください。 


以下の内部ケーブルの配線ブロック図を示します。 


RJ 45 I IDB 91 [ DB 9 I IDB 91 Modem 1 


RJ -45 シリアルポート シリアルポート変換 DTE - DCE ストレートケーブル DCE 

ケープル ( R ラベル） 


RJ -45 シリアルポートと UPS との接続 

UPS を背面のシリアルポートに接続する場合は、オプシヨンの「シリアルポート変換ケープ 
ル」を使用します。 RJ -45 シリアルポートに接続するケーブルには、 「 R 」 のラベルが貼り付け 
6れています。間違わないようにしてください。ジャンパピンの設定は 「 DCD + DSR 」 （出荷 
時の設定）にしてください。 

91-0 本装置背面のアイコンをよく見て必ずシリアルポート B に接続してください。誤って LAN 
ポートに接続しないよう注意してください。 

誤挿入を防止するために、本装置に接続する LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」と書 
かれたタグなどを付けて見分けられるようにしてください。 


以下の内部ケーブルの配線ブロック図を示します。 



⑧③②④①⑧⑤ ⑦ 
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SIN 

SOUT 

DTR 

GND 

RTS 

CTS 

Rl 

DCD 

DSR 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑤ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 
CD Rl 
① DCD 

⑥ DSR 



RXD ② 
TXD ® 
DTR ④ 
GND ⑤ 
RTS ⑦ 
CTS ⑧ 
Rl ⑨ 
j-DCD ① 
Ldsr ® 


② RXD 
©TXD 

④ DTR 

⑤ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 
® DSR 


SIN 

SOUT 

DTR 

GND 

RTS 

CTS 

Rl 

DCD 

DSR 


• UL 1057-101 

• UL 2057-001 

• N 8180 -41 

• N 8580-04 

• N 8580-39 


RJ -45 シリアルポート 


シリアルポート変換 
ケーブル ( R ラベル） 


DTE - DTE クロスケーフル 


DTE 


RJ -45 シリアルポート シリアルポート変換 UPS 接続ケーブル DCE 

ケーブル ( R ラペル） 


RJ -45 シリアルポートと管理 PC ( DB 9) などとの接続 

管理 PC など DB 9 タイプのシリアルコネクタを持つ機器と RJ -45 シリアルポートに接続する 
場合は、オプションの「シリアルポート変換ケーブル」を使用します。 RJ -45 シリアルポート 
に接続するケーブルには、 「 R 」 のラベルが貼り付けられています。間違わないようにしてく 
ださい。ジャンパピンの設定は 「 DCD + DSR 」 （出荷時の設定）にしてください。 

n-O 本装置背面のアイコンをよく見て必ずシリアルポート巳に接続してください。誤って LAN 
ポートに接続しないよう注意してください。 

誤挿入を防止するために、本装置に接続する LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」と書 
かれたタグなどを付けて見分けられるようにしてください。 

以下の内部ケーブルの配線ブロック図を示します。 


RJ 45 I IDB 9 1 IDB 91 「 DB 9】 「PC | 


RJ 45 I I DB 9 l [ DB 9 I IDB 91 UPS 



⑧③②④①⑧這 ⑦ 





⑧③②④①⑧⑤ ⑦ 
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SIN 

SOUT - 
DTR - 
GND - 
RTS - 
CTS 
Rl 

DCD 


DSR 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑤ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 

⑥ DSR 



RXD © 
TXD ③ 
DTR ④ 
GND ⑤ 
RTS ⑦ 
CTS ⑧ 
Rl ⑨ 

j - DCD ① 

Ldsr ⑥ 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑤ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 
® DSR 


RJ -45 シリアルポートと DCD / DSR 信号を必要とする機器との接続 

「ターミナルコンセントレータ」などに接続する場合は、接続先の機器やケーブルの説明書を 
よく読んでから接続してください。接続先の機器が必要とする信号によって本装置のジャン 
パピンを 「 DCD 」 または 「 DSR 」 に設定します。 

本装置のジャンパ設定とシリアルポートの信号は次の図のとおりです。本装置とターミナル 
コンセントレータなどを RJ -45 ケーブルで直接、接続する場合は、次の図を参照してケープ 
ルを用意してください。 


• アイコンをよく見て必ずシリアルポート巳に接続してください。誤って LAN ポートに接 
続しないよう注意してください。 

春誤挿入を防止するために、本装置に接続する LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」 
と書かれたタグなどを付けて見分けられるようにしてください。 

• 本装置や周辺装置の破損を防ぐために、以下の項目を必ず守ってください。 

ーシールドされたケーブル ( STP ケーブル)を使用する場合は、接続先の機器のコネク 
夕が STP ケーブルに対応していることを確認し、1 5 m 以下の STP ケーブルを使用 
し、本装置と接続すること。 

ーシールドされていないケーブル ( UTP ケーブル)を使用する場合は、接続先の機器が 
同ーラックまたはそのラックに連結されたラックに搭載されていることを確認し、 
15 m 以下の UTP ケーブルを使用し、本装置と接続すること。 

一誤、挿入を防止するために、本装置に接続するシリアルケーブルのコネクタに「シリ 
アルポート」と書かれたタグなどを付けて見分けられるようにすること。 


JP 25 

▼ 


CE1 


ストラップ 


RJ 45 「 DB 9 


DB 9 


I DB 9 


PC 


RJ -45 シリアルポート 


シリアルポート変換 
ケーブル （ R ラベル） 


DTE - DTE クロスケーブル 


DTE 



⑥③②④①⑧⑤ ⑦ 
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SIN 

SOUT - 
DTR - 
GND - 
RTS - 
CTS 
Rl 

DCD 


DSR 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑤ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 

⑥ DSR 



RXD © 
TXD © 
DTR ④ 
GND ⑤ 
RTS ⑦ 
CTS ⑧ 
Rl ⑨ 
DCD ① 
DSR ® 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑤ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 
® DSR 


RJ -45 シリアルポート 


シリアルポート変換 
ケーブル ( R ラベル） 


DTE - DTE クロスケープル 


DTE 


電源コードの接続について 

電源コードを本装置に接続したら、ロックスプリング 
で固定してください。 



JP 25 


rwj 


I :ストラップ 


RJ 45 「 DB 9 DB 9 I 


「 DB 9 PC 



⑥③②④①⑧⑤ ⑦ 
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無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 


本装置の電源コードを無停電電源装置 ( ups ) に接続する場合は、 ups の背面にあるサービス 
コンセントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには、 「 SWITCH 〇 UT 」 と 「 UN - SWITCH 〇 UT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「 OUTPUTI 」、「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

<例> 



UN-SWITCH OUT 
(〇 UTPUT 2) 


SWITCH OUT 
(OUTPUT 1) 


UPS を制御するアプリケーシヨン ( ESMPR 〇 / UPSController など)から電源の制御をしたい 
場合は、 SWITCH 〇 UT に電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN - SWITCH 〇 UT に電源コードを接続します (24 時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 


本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本装置の BIOS の設定を変更してください。 

BIOS の「361^^「」一「ム01_11\11<」を選択すると表示されるパラメータを切リ替えることで設定 
することができます。詳しくは214ページを参照してください。 
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基本的な操作 


本装置の基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け/取り外し 


本装置の電源の〇 N / OFF やフロッピーディスクドライブ、 CD - R 〇 M ドライブ、 5.25 インチ 
デバイスを取り扱うとき、ハードディスクや電源ユニットの取り付け/取り外しを行うとき 
はフロントべゼルを取り外します。 

I n -0 フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けることができませ 
ん〇 


1. キースロットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを軽く押しながら左に回してロックを 
解除する。 


2. フロントべゼルの右端を軽く持って手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームから外して本体から取り外す。 



フロン トべゼルを取り付けるときは、 フロン トべゼルの左端のタブを本体のフレームに引つ 
かけるようにしながら取り付けます。取り付けた後はセキュリティのためにもキーでロック 
してください。 
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電源の ON 


本装置の電源は前面にある P 〇 WER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 



POWER スイッチ 


ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺装置の電源を〇 N にする。 


I チェック I 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が〇 N になっていることを確認してください。 


2. 本装置前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「 NEC 」 ロゴ 
が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すまで10秒以上の時間 
をあけて < ださい。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは電源を OFF にしないでくだ 
さい。 

「 NEC 」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム （ POST ) を実行して本装置自身の診 
断しています。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 P 〇 ST を完了すると〇 S が 
起動します。 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。105ぺージを参 
照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、本装置のベースボード内に記録されている自己診断機能 
です。 

POST は本装置の電源を〇 N にすると自動的に実行され、ベースボード、メモリボード、 
CPU 、 キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS 
セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

本装置の出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表 
示されます。 < Esc > キーを押すと、 POST の実行内容が表示されます。 

BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから P 〇 ST の診断内容を表示させる 
p^Tjq ことができます。 「 BIOS のコンフィグレーシヨン」の 「 Advanced (200 ページ）」にある 「 Boot - 
time Diagnostic Screen 」 の設定を「 Enabled 」 に切り替えてくださし、。 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 本装置の導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


11-0 システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を要求 
するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのポードの BIOS 
が要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認してから何か 
キーを押してください。 

1. 電源 ON 後、 P 〇 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。また、画面下に以下 
のメ ツセー ジが表示されます。 


Press <ESC> to enter boot selection menu, く Space〉to abort memory test 
Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


.LE12E] 

r<Space> to abort memory test」 のメツセージ 表示 中にく Space〉 キーを押すと、メモリテスト 
をスキップすることができます。 


なお、本装置に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分か 
がる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の 
時間ががかる場合があります。 
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2. 続いて本装置に内蔵の SCSI コントローラを検出し 、 SCSI BIOS セットアップユーティリティの起 
動を促すメッセージが表示されます(そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 〇 ST を自動的に続 
けます）。表示に併せてキーを押してください。 


Press く Ctrl 〉 <A> for SCSISelect(TM) utility! 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを 押す とユー ティ リ ティが起動します。設定方法やパラメータの機 
能については、222ページを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデバイスベイに SCSI 装置を取り付けた場合 

• 外付け SCSI 装置を接続した場合(装置内部の 5.25 インチデバイス用 SCSI ケープルを取り外 
し、装置に添付されている SCSI ケーブル(外部接続用）の接続が必要） 

隹本装置内部の SCSI 装置の接続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、本装置は自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

本装置の PCI バスに複数の SCSI コント□ーラボードを搭載しているときは、 PCI ス□ット番号の 
PCI #1 —PCI #2 —PCI #3 —PCI #4 —PCI #5 —PCI #6 —PCI #7 —PCI #8 の順で搭載している 
ボードの SCSI BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージを表示します。 

3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

4. ディスクアレイコントローラを搭載している場合は、ディスクアレイ BIOS セットアップユーティ 
リティの起動を促すメッセージが表示されます。 

起動の方法や操作のしがたについては、ディスクアレイコント□—ラボードの説明書を参照して 
ください （ LSI - Logic ディスクアレイコントローラの場合、く Cltr > + < H > キーで起動する 
「 WebBIOS 」 メニューを起動しないでください。ディスクアレイの設定を壊すおそれがあります。 
起動した場合はすぐに終了してください）。 

そのまま何も入力せずにいると次に示すメッセージが表示されます。 

5. 次に CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージを表示し 
ます。 

6 . その後、以下のメッセージ*を表示します。 

パターン1: 

Press <nSC> to enter boot selection menu 
Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 

パターンと 

Press <ESo to enter boot selection menu 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 

または 

パターン 3:_ 

Press <ESo to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 

パターン 4: _ 

Press <ESo to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


* 装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 
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それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティは以下のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 


• <Esc> キー 

<Esc> キーを押すと、 POST の終わりで Boot メニューを表示します。このメニューから起動 
するデバイスを選択することができます。 


Boot Menu 


1 . CD-ROM Drive 

2. +Removable Devices 

3. +Hard Drive 

4. IBA 4.0.19 Slot 0003 

5. IBA 1.0.17 Slot 0103 


< Enter Setup > 


• <F2> キー 

<F2> キーを押すと、 BIOS セットアップユーティリティを起動します。本装置を使用する環 
境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージを伴った上記のメッ 
セージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要はありません。 
設定方法やパラメータの機能については、188ぺージを参照してください。 

• <F4> キー 

<F4> キーを押すと、保守用パーティションから起動します。保守用パーティションについ 
ては、243ページの「保守用パーティションの設定」を参照してください。 

• <F12> キ_ 

<ド12>キーを押すと、ネットワークブートを実行します。 

• <F1> キー 

「 Press <F1> to resume 」 のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を検 
出しています。メッセージの内容や対処方法については 「 P 〇 ST 中のエラーメッセージ」を参 
照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、<ド1>キ_を押下すると起 
動します。 


7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できなくなります。 
この場合は、本装置の電源を〇 FF にしてから、約10秒ほど時間をあけて〇 N にして本装置を起動 
し直してください。 


Iw-OBE 

I os をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


8. POST を終了すると〇 S を起動します。 









POST 中のエラー 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示したり、 
ビープ音が鳴ったりします。 


ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 

I n -0 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 

エラーメッセージー覧の CPU やメモリ、ファンなどのデバイスに関するエラーメッセージと 
デバイスの搭載位置は112ページの図のように対応しています。 

■： 故障している CPU またはメモリは SETUP ューティリティからでも確認できます （ 1 97、201 

し 匕ント I ぺ _ ジ参照)。 


ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

0200 

Failure Fixed Disk 

ハードディスクエラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さし、。 

0210 

Stuck Key 

キ_ボ_ド接続エラー。 

キーボードを接続し直してくだ'さい。 

0211 

Keyboard error 

キ_ボ_ドエラー。 

• キーボードを接続し直してく 
ださい。 

0212 

Keyboard Controller 

Failed 

キーボードコント□—ラエラー。 

• 再起動してください。それで 
も直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard locked - 
Unlock key switch. 

キーボードがロックされている。 

キースイッチのロックを解除して 
ください。ロックを解除しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run 
SETUP 

モニタのタイプが CMOS と一致しな 
い0 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直らない場合は保守サ 
—ビス会社に連絡してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset: 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset: 

シャドウ RAM エラー。 


0232 

Extended RAM Failed at 
address line: 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is dead - 
Replace and run SETUP 

システムのパッテリがブよい。 

保守サービス会社に連絡してパッ 
テリを交換してください。（コン 
ピュータを再起動後、 SETUP を 
起動して設定し直してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default 
configuration used 

システム CMOS のチェックサムが 1 正し 
くない0 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。それでも直らな 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0252 

Password checksum bad 
- Passwords cleared 

パスワードのチェックサムが 1 正しくな 
い0 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付 
を5又疋し直してくたさい。5又疋し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サ_ビス会社に連絡 
してください。 

0270 

Real time clock error 

リアルタイムクロックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting 

リアルタイムクロックの時刻設定に誤 
りがある。 

0280 

Previous boot 
incomplete-Default 
configuration used 

前回の起動が正常終了せず、デフォル 
卜値が設定された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さぃ。 

02B0 

Diskette drive A error 

フロッピーディスクドライブ A の 

-L フ ー 〇 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メ 
ニューの 「Legacy Floppy /\」、 
「Legacy Floppy B 」 を設定し直 
してください。設定し直しても同 
じエラーが続けて起きるときは保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

02B1 

Diskette drive B error 

フロッピーディスクドライブ巳の 

-L フ ー 〇 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP 

フロッピーディスクドライブ A のタイ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡して 
ください。 

02B3 

Incorrect Drive B type - 
run SETUP 

フロッピーディスクドライブ B のタイ 
プが正しくない。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit 

メモリが CPU のキャッシュの限界を 
超えた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さぃ。 

02F5 

DMA Test Failed 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0500 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 01 

対応する PCI ス□ットに実装されてい 
るデパイス（ボード）に搭■されてい 
る BIOS の初期化が実行されなかった。 


0501 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 02 


0502 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 03 



0503 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 04 



0504 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 05 



0505 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 06 



0506 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 07 



0507 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 08 































ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0615 

COM B configuration 
changed 

COM B の構成エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

COM B の構成デバイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed 

フロッピーディスクドライブの構成エ 
ラ ー 〇 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled 

フロッピーディスクドライプの構成デ 
パイスエラー。 


0619 

Parallel port 
configuration changed 

パラレルポートの構成エラー。 


061 A 

Parallel port config. error 
- device disabled 

パラレルポートの構成デバイス 

エフ ー 〇 


0B00 

Rebooted during BIOS 
boot at Post Code 

BIOS ブート中に再起動した。 


0B1B 

PCI System Error on 

Bus / Device / Function 

パス/デパイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 


0B1C 

PCI Parity Error on 

Bus/Device/ Function 

パス/デパイス/機能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 


0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1 

CPU #1 ソケットにサボートしていな 
し、 CPU が搭載されている。 

本装置がサポートしている CPU で 
あることを確認してください。確 
認できない場合は保守サービス会 
社に連絡して保守を依頼してくだ 
さい。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2 

CPU #2 ソケットにサボートしていな 
し、 CPU が搭■されている。 

0B2A 

Unsupported Processor 
detected on Processor 3 

CPU #3 ソケットにサボートしていな 
し、 CPU が搭■されている。 


0B2B 

Unsupported Processor 
detected on Processor 4 

CPU #4 ソケットにサボートしていな 
い CPU が搭薩されている。 


0B30 

Fan 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0B32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0B33 

Fan 4 Alarm occurred. 



0B34 

Fan 5 Alarm occurred. 



0B35 

Fan 6 Alarm occurred. 



0B50 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

CPU#1 でエラーを検出したため、 

CPU#1 を縮退した0 

CPU が縮退しています。保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

0B51 

Processor #2 with error 
taken offline. 

CPU#2 でエラーを検出したため、 
CPU#2 を縮退した。 


0B52 

Processor #3 with error 
taken offline. 

CPU#3 でエラーを検出したため、 
CPU#3 を縮退した。 


0B53 

Processor #4 with error 
taken offline. 

CPU#4 でエラーを検出したため、 
CPU#4 を縮退した。 


0B5F 

Forced to use Processor 
with error 

CPU エラーを検出した。 

すべての CPU でエラーを検出した 
ため、強制的に起動しています。 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

0B5F 

Forced to use Processor 
with error 

CPU エラーを検出した。 

すべての CPU でエラーを検出した 
ため、強制的に起動しています。 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さし、。 

0B60 

DIMM group # 1 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した。メモリ#1 
が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した。メモリ#2 
が縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した。メモリ#3 
が縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を検出する途中にエラーを検 
出した。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B71 

System Temperature out 
of the range. 

温度異常を検出した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧を検出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さし、。 

0B75 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧に異常を検出した。 


0B78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading. 

FAN センサの検出中にエラーが起き 
た。 


0B7C 

The error occurred 
during fredundant power 
module confirmation. 

冗長電源を構成している途中でエラー 
を検出した。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを交換してください。 

0B7D 

The normal operation 
can't be guaranteed with 
use of only one PSU. 

本装置に必要な基本電源構成を満たし 
ていない。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを増設または交換してく 
ださい。 

0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス(チップ)のエラー。 

一度電源を〇 FF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


0B82 

BMC core hardware 
failure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベント□ク'を書き込める容 
量がない0 


0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 


0B8C 

BMC command access 
failed. 

BMC コマンドアクセスに失敗した。 


0B8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC ビジー）。 


0B8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC エラー）。 


0B8F 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
( BMC パラメータエラー)。 




























ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B90 

BMC Platform 

Imormation Area 
corrupted. 

BMC デパイス(チップ)エラー。 

一度電源を〇 FF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 


0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能以 
外は使用できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を〇 FF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デパイス(チップ)エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の故障。 

IPMB 経由での SMC へのアクセス 
機能以外は使用できます。致命的 
な障害ではありませんが、一度電 
源を〇 FR こして、起動し直してく 
ださい。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B95 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能以 
外は使用できます0致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
failure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SR 〇 M の故障。 

一度電源を〇 FR こして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B97 

BMC SEL device failure. 

BMC デパイス(チップ)の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

BMC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 


0B9B 

Private I2C bus not 
responding. 

プライべ一卜 I2C パスより無応答。 


0B9C 

BMC internal exception. 

BMC のエラー。 


0B9D 

BMC A/D timeout error. 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository corrupt. 

BMC のエラーまたは SDR のデータの 
破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイペン 
トログのデータの破損。 


0BB0 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SR 〇 M のデータリードエラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータ ェッ クサムエラー。 


0BC0 

POST detected startup 
failure of 1st Processor. 

CPU #1 のエラー。 

保守サービス会社に連絡して該当 
する CPU を交換ください。 

0BC1 

POST detected startup 
failure of 2nd Processor. 

CPU #2のエラー。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

OBDO 

1st SMBus address not 
acknowledged. 

1st SMBus アクセスに対してデパイ 
スが無応答。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベントログで示されたボードを 
交換ください。 

0BD1 

1st SMBus device Error 
detected. 

1st SMBus アクセスに対してエラー 
を検出した。 

0BD2 

1st SMBus timeout. 

1st SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検出した。 


0BD3 

2nd SMBus address not 
acknowledged. 

2nd SMBus アクセスに対してデパイ 
スが無応答。 


0BD4 

2nd SMBus device Error 
detected. 

2nd SMBus アクセスに対してエラー 
を検出した。 


0BD5 

2nd SMBus timeout. 

2nd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検出した。 


0BD6 

3rd SMBus address not 
acknowledged. 

3rd SMBus アクセスに対してデパイ 
スが無応答。 


0BD7 

3rd SMBus device Error 
detected. 

3rd SMBus アクセスに対してエラー 
を検出した。 


0BD8 

3rd SMBus timeout. 

3rd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検出した。 


0BD9 

4th SMBus address not 
acknowledged. 

4th SMBus アクセスに対してデパイ 
スが無応答。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベント□ク'で示されたボードを 
交換ください。 

OBDA 

4th SMBus device Error 
detected. 

4th SMBus アクセスに対してエラー 
を検出した。 

OBDB 

4th SMBus timeout. 

4th SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検出した。 


OBDC 

5th SMBus address not 
acknowledged. 

5th SMBus アクセスに対してデパイ 
スが無応答。 


OBDD 

5th SMBus device Error 
detected. 

5th SMBus アクセスに対してエラー 
を検出した。 


OBDE 

5th SMBus timeout. 

5th SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検出した。 


0BE8 

IPMB address not 
acknowledged. 

IPMB アクセスに対してデバイスが無 
応答。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0BE9 

IPMB device Error 
detected. 

IPMB アクセスに対してエラーを検出 
した。 


OBEA 

IPMB timeout. 

IPMB アクセスに対してタイムアウト 
を検出した。 

























ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

8120 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#1. 

本装置でサポートしていない DIMM を 
検出した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM(4 枚)を交換 
してください。 

8121 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#2. 



8122 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#3. 



8130 

Mismatch DIMM detected 
in DIMM group #1. 

DIMM の種類が一致していない。 

DIMM に貼り付けられているラベル 
を見て、グループごとに同じ種類 
の DIMM が取り付けられていること 
を確認してください。異なってい 
る場合は、保守サービス会社に連 
絡して DIMM を交換してください。 

8131 

Mismatch DIMM detected 
in DIMM group #2. 


8132 

Mismatch DIMM detected 
in DIMM group #3. 


8140 

DIMM group # 1 with error 
is enabled. 

メッセージにあるグループでエラーを 
起こした DIMM を検出した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM(4 枚)を交換 
してください。 

8141 

DIMM group #2 with error 
is enabled. 


8142 

DIMM group #3 with error 
is enabled. 



8150 

NVRAM Cleared By 
Jumper. 

ジャンパ設定により NVRAM をクリア 
した。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元 
に戻してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパ設定によりパスワードをクリ 
アした。 


8160 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 1. 

CPU #1の周波数が合っていない。 

CPU の周波数を確認してくださ 
い。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8161 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 2. 

CPU #2の周波数が合っていない。 


8162 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 3. 

CPU #3の周波数が合っていない。 


8163 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 4. 

CPU #4の周波数が合っていない。 


8170 

Processor 1 not operating 
at intended frequency 

CPU #1が期待する周波数で動作しな 
い。 

CPU の周波数を確認してくださ 
い。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8171 

Processor 2 not operating 
at intended frequency 

CPU #2が期待する周波数で動作しな 
い。 

8172 

Processor 3 not operating 
at intended frequency 

CPU #3が期待する周波数で動作しな 
い。 


8173 

Processor 4 not operating 
at intended frequency 

CPU #4が期待する周波数で動作しな 
い。 


817F 

All Processor not 
operating at intended 
frequency 

すべての CPU が期待する周波数で動作 
しない。 


8200 

Online Spare Memory was 
not ready. 

オンラインスペアメモリ機能が Enable 
のときに、搭載された DIMM の Type が 
同じではない。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

8201 

Mirroring Memory was not 
ready. 

メモリミラーリング機能が有効になっ 
ているときに DIMM group #1と#3に J 荅 
載された DIMM のタイプが合っていな 
い。または DIMM group #2に搭載され 
ている。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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籲ファンのエラーメッセージに対応するファンの取り付け位置 


Fan 5 



• CPU のエラーメッセージに対応する CPU の取り付け位置 



Processor (CPU) #2 Processor (CPU) #1 


• メモリのエラーメッセージに対応するメモリの取り付け位置 

DIMM は4枚で1つのグループを構成します。 


m 

DIMM group #3 | ^ 

DIMM group #2 Qs 
DIMM group #1 Q? 


w 


Top 

DIMM group #3 
:コ DIMM group #2 
ミコ DIMM group #1 
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ビープ 音による エラー 通知 


POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合が あります。 この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知し ます。 エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知し ます。 たとえば、ビープ音 
が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード：1-3-1-1)ときは 
DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを 示します。 

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。 



ビープコード 

意味 

対処方法 

1-2-2-3 

R 〇 M チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡して、ペース 
ボードを交換してください。 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM ボードの取り付け状態を確認し 
てください。それでも、直らない場合 
は保守サービス会社に連絡して、 DIMM 
ボードまたはべースボードを交換してく 
ださい。 

1-3-1-3 

キーボ_ドコント□—ラエラー 

キーボードを接続し直してください。 
それでも、直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して、ベースボードを交 
換してください。 

1-3-3-1 

メモリを検出できない。あるい 
は、 DIMM ボードのタイプが異なる 

DIMM ボードの取り付け状態を確認し 
てください。それでも、直らない場合 
は保守サービス会社に連絡して、 DIMM 
ボードまたはペースボードを交換してく 
ださい。 

1 -3-4-3 

すべてのメモリグループのエラー 

DIMM ボードの取り付け状態を確認し 
てください。それでも、直らない場合 
は保守サービス会社に連絡して、 DIMM 
ボードまたはペースボードを交換してく 
ださい。 

卜 5-1-1 

CPU の起動エラー 

CPU が正しく取り付けられているかど 
うかを確認してください。問題が解決 
されない場合は、保守サービス会社に 
連絡して CPU またはプ□セッサボー 
ドを交換してください。 

1-5-2-1 

CPU が搭筆されてない 

CPU が正しく取り付けられているがど 
うかを確認してください。問題が解決 
されない場合は、保守サービス会社に 
連絡して CPU またはプロセッサボー 
ドを交換してください。 

1 -5-4-4 

電源異常 

内部のボードの故障が考えられます。 
保守サービス会社に連絡して故障した 
ボードの特定と交換を依頼してくださ 
い0 

2-2-3-1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡してベースボ 
ードを交換してください。 

1-2 

Video BIOS の初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されな 
い場合は、ディスプレイのコネクタの 
取り付け状態を確認してください。そ 
れでも、直らない場合は保守サービス 
会社に連絡して、ベースボードを交換 
してください。 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 

増設した PCI ボードのオプション ROM 
の展開が表示されない場合は、 PCI ボ 
ードの取り付け状態を確認してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連絡して、ベースボード、 
増設した PCI ボードを交換してくださ 
い0 


■: ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断され、システ 

厶の再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありません。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に 
添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアルを参照 
してください。 

1. 〇 S のシャットダウンをする。 

2. 本装置前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER/SLEEP ランプが消灯します。 

3. 周辺装置の電源を〇 FF にする。 


省電カモードの起動 


本装置は ACPI モードに対応しています。 SLEEP スイッチで本装置の電力をほとんど使用し 
ない状態（スタンバイ状態）にすることができます。 

■ I ； SLEEP スイ ッ チは、 Windows Server 2003 /Windows 2000 を使用しているときに ACPI モー 

^^^ ドに対応したオペレーティングシステムで機能します。 


前面にある SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状態になります ( POWER / SLEEP ランプが点 
減します）。スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されて 
います。 SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状態は解除されます。 



■I： 省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については、 Windows Server 
L ド、/ jT I 2003 /Windows 2000 の設定によって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 

Windows Server 2003 /Windows 2000 の設定に依存します。 

11-0 省電カモードへの移行または省電カモード中にシステム構成を変更しないでください。省電 

カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合があります。 
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フロッピーディスクドライプ 


本装置前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード） • 保存(ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□ッピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□ッピーディスク 
(720 K バイト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本装置の電源が〇 N 
(P 〇 WER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。 

•1.2 M バイトフォーマットのディスクは使用できません0 

• フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
〇 s に添付のマニュアルを参照してフロッピーディスクをフォーマットしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本装置の電源を〇 N にしたり、再起動したりする 
とフロッピーディスクから起動します。フロッピーディスク内にシステムがないと起動 
できません。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
ら取り出せます。 

4/ フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してからフロッピーディスク 
を取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 
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フ□ッピーディスクの取り扱い 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 

卜にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで揷入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください0 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□ッピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い0 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフロッピーディ 
スクは、書き込み時以外はライトプロテクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフロッピーディスクの 
ライトプロテクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイッチで行います。 

• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失ラ場合があります。このよラな場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本装置に添付され 
ているフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
















CD - ROM ドライプ 


本装置前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD - R 〇 M (読み出し専用の 
コンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - R 〇 M はフロッピーディスクと比 
較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 



△注意 


GA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。1羊しくは、 m ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - R 〇 M は次の手順でセツトします。 


CD-R 〇 M を CD-R 〇 M ドライプにセツトする前に本装置の電源が〇 N(POWER/SLEEP ランプが緑 
色に点灯）になっていることを確認する。 


2. CD-R 〇 M ドライブ前面の CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す。 


トレーが少し出てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出し、卜 
レーが止まるまで引き出す。 



4. CD-R 〇 M の信号面をトレーに向けて持 

5. 右図のよラに片方の手でトレーを持ちな 
がら、もラー方の手でトレーの中心にあ 
るローター部分に CD-R 〇 M の穴がはまる 
ように指で押して、トレーにセットす 

合 〇 

6. トレーの前面を軽く押して元に戻す。 


CD - ROM のセツト後、 CD - ROM ドラ 
イブの駆動音が大きく聞こえるときは 
CD - ROM をセツトし直してください。 
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CD - R 〇 M の取り出しは、 CD - R 〇 M をセツトするときと同 
じように CD トレーイジェクトボタンを押してトレーを引 
き出します。 


アクセスランプがオレンジ色に点灯しているときは CD - 
R 〇 M にアクセスしていることを示します。 CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す前にアクセスランプがオレンジ色 
に点灯していないことを確認してください。 



右図のよラに、片方の手でトレーを持ち、もラー方の手 
でトレーの中心にある□ーター部分を押さえながら CD - 
ROM の端を軽くつまみ上げるようにしてトレーから取り 
出します。 CD - R 〇 M を取り出した6トレーを元に戻して 
ください。 


取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - R 〇 M が本装置から取り出せない場合は、次の手 
順に従って CD - ROM を取リ出します。 

1. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF(POWER/SLEEP ランプ消灯）にする。 

2 . 直径約 1.2mm、 長さ約1◦〇 mm の金属製のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばして代用できる）を 
CD-R 〇 M 前面下側にある強制イジェクトホールに差し込んで、トレーが出てくるまでゆっくりと 
押す。 


強制イジェクトホール 



• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行っても CD - ROM が取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

3. トレーを持って引き出す。 

4. CD-ROM を取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 








































































































































CD - ROM の取り扱いについて 

本装置にセットする CD-ROM は次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD-R 〇 M を落とさないでください。 

• CD-R 〇 M の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD-R 〇 M にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接 CD-R 〇 M に書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 
• CD-ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取り外さない 
• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


オプションの取り付け 


オプションデバイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。 

n-O • ここで示す取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料となり 
ます。 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください (35 ま 
たは56ページを参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け • 取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい。 



△注意 


C 0 

A A 

n 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


0AS 

{0AA 
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静電気対策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は 
静電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に本体の塗装されていない金属 フレームに 触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中は定期的に金属フレームに触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-各部品の端子や実装部品に触れないよラ取り扱ってください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 0S のシャットダウン処理を行う。 

2. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF(POWER/SLEEP ランプ消灯）にする。 

3. 本装置の電源コードをコンセントから抜く。 

本装置前面にある AC スタンバイランプが消灯します。 

4. 本装置背面に接続しているケープルをすべて取り外す。 

5. 本装置の前後左右および上部に1〜 2m のスぺースを確保する。 

ゾ オプションの取り付け/取り外しは必ず電源コードをコンセントから抜いてがら行ってくだ 
さい。電源コードを接続したまま内部のケープルを外すと、電源〇 N 時に STATUS ランプが 
アンバー色に点灯します。一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 


3.5 インチハードディスク 

本装置の前面にある 3.5 インチディスクベイには、5つのスロットが用意されています。ハー 
ドディスクは取り付けられていません（ビルド■トウ•オーダーを除く）。別途購入してくだ 
さい 0 


91-0 • NEC で指定していないハードディスクを使用しないでください。サードパーティのハー 

ドディスクなどを取り付けると、ハードディスクだけでなく本体が故障するおそれがあ 
ります。次に示すモデルをお買い求めください。 

一 N 8150-161(18.1 G 巳、10,000 rpm 、 Ultra 32 0) 

一 N 8150-164(18.1 GB 、 15,000_、 Ultra 32 0) 

一 N 8150-162(36.3 GB . 10,000 rpm 、 Ultra 32 0) 

一 N 8150 -165(36.3 GB 、 15,000 rpm . Ultra 32 0) 

一 N 8150-163 C 73.2 GB , 10,000 rpm 、 Ultra 32 0) 

一 N 8150 -172(73.2 GB 、 15,000_、 Ultra 32 0) 

一 N 8150-171 (146.5 GB 、1 0,000 rpm 、 Ultra 32 0) 

一 N 8150-192(300 GB ,1 0,000 rpm . Ultra 32 0) 

一 N 8150-193( 146.5 GB 、1 5,000 rpm . Ultra 32 0) 

• ディスクアレイコント□ーラがサポートする RA 旧レベルは、取り付けたポードによつ 
て異なります。詳しくはディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してくださ 
し U ビルド•トゥ•オーダーで購入した場合は、本装置に添付されています)。 
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IDO 


ID3 


5つのス□ットには約 25.4 mm (1 インチ)厚のハードディスクを取り付けることができます。 
SCSI ID は右から IDO 〜 ID 4 に固定で設定されています。 

出荷時の構成では、 3.5 インチディスクベイのケーブルがべースボード上の Ult 「 a 320 SCSI 
コネクタ ( A ) に接続されています。 
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ディスクアレイを構成する場合は、ベースボード上の Ult 「 a 320 SCSI コネクタ （ A ) に接続さ 
れているケーブルをディスクアレイコントローラに接続します。増設するハードディスクは 
同一の NEC 型番のものを使用してください。 






























































































































3.5 インチディスクベイの空きス□ットには夕'ミートレー（ハードディスクの取り付けられて 
いないトレー）または夕'ミースポンジが取り付けられています。これは装置内部の)令却効果 
を高めるためのものです。ハードディスクを搭載していないス□ットには夕'ミートレーまた 
は夕'ミースポンジを取り付けてください。 

I ダミートレーまたはダミースポンジは、本装置の専用品を使用してください。 


取り付け 

次に示す手順でハードディスクを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同様の手 
順で行えます。 

I ■： ハードディスクは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うことができ 

I ヒン^！ ます。またディスクアレイ構成では本装置の電源が〇 N のままでも行えます。 

I n -0 ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成するハードディスクは同一の 
巨 TO NEC 型番のものを使用してください。 


1. 121ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2. セキュリティキーでフロントべゼルのロックを解除して、フロントべゼルを取り外す。 

3. ハードディスクを取り付けるス□ットを確認する。 

スロットは5つあります。また 、 SCSI ID はスロットの位置で決まっています（右がら順に SCSI 
ID 〇〜 ID 4)。 

4. ダミートレーを取り外す。 

トレーのロックを解除し、レバーを手前に引いて、ゆっくりとていねいに装置から取り出してく 
ださ 


ごさい。 

w-Ol 


ダミートレーは大切に保管しておいてください。 
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5. ハードディスクのロックを解除する。 



6. 増設するハードディスク（トレー付き）とハンドルをしっかりと持ってス□ットへ挿入する。 

w-Oi® 

• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ハードディスクは落としたり、振動を与えたりしないようにしっかりとていねいに持ってく 
ださい。 


7. ハンドルをゆっくりと持ち上げる。 


「カチッ」と音がしてロックされます。 


iw-om 

|八ンドルと 


トレーに指を挟まないように注意してくださし、。 


ハンドルのフックがフレームに引っ掛がっていることを確認してくださし、 



8. 手順2で取り外したフロントべゼルを取り付ける。 























































取り外し 

ハードディスクは「取り付け」の手順1〜4と同じ手順で取り外せます。ハードディスクを取り 
外したまま本装置を使用する場合は、空いているス□ットに夕'ミートレーを取り付けてくだ 
さい。 

^ ハードディスウが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハードディスウの DISK ラン 
プがアンバー色に点灯しているス□ットをあらがじめ確認してください。 


DISK ランプ 



ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクの交換後、交換した新しいディスクに 
交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのできるオー 
トリビルド機能を使用することができます。オートリビルド機能は、 RAID レベルによって 
によって有効/無効となる場合があります。 

才ートリビルドは、故障したハードディスクをホットスワップ(電源 ON の状態でのディスク 
の交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハードディスク 
にある DISK ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていること 
をホしま S 〇 

11-0 オートリビルドに失敗すると、八ードディスクにある DISK ランプがアンバー色に点灯しま 
す。もう一度ディスクの取り外し/取り付けを行ってオートリビルドを実行してくださし、 
(ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I -ールしている場合は、ユーティリティから 
確認してみてください)。 
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オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を〇 FF にし 
ないでください。 

• ハードディスクの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってください。 

• 他にリビルド中のハードディスクがある場合は、ディスクの交換を行わないでください 
(リビルド中はハードディスクにある DISK ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯して 
います）。 



電源ユニット 


電源ユニットを増設して、3台の電源ユニットで動作させていると、万一電源ユニット （1 台) 
が故障してもシステムを停止することなく運用することができます（冗長機能)。 


取り付け 

次の手順に従って電源 ユニットを 取り付けます。 
1. 121ページを参照して準備をする。 

2. ネジ1本を外してプランクカバーを取り外す。 


取り外したカバーは大切に保管しておいてくださし、。 



カツコ内はシャーシに 
表示されている文字 


3. 電源ユニットを差し込む。 


電源ユニットはまっすぐに差し込んでください。差し込んでいる途中でななめにしたり、上下 
左右に力を加えたりすると、電源ユニットと内部の接続コネクタを破損するおそれがあります。 


奥まで確実に差し込まれていることを確認してください。 


4. ネジで固定する。 
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5. 電源コード (2 本)を接続する。 



6. 本装置の電源を ON にする。 

各電源ユニットの POWER ランプが点灯します。3台の電源ユニットを搭載している場合(冗長機 
能を持たせている場合）は、 AC スタンバイランプの AC _ R ランプが点灯し、システムが冗長電源 
機能を持っていることを示します。 

7. STATUS ランプや POST で電源ユニットに関するエラー表示がないことを確認する。 

エラー 表示の詳細については105ページを参照してください。 

また、電源ユニットの POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してください。 


標準で添付されていたものと増設した電源ュニットに添付されていたコードを使います。コード 
を接続すると AC スタンバイランプのうちの SB 1ランプと SB 2 ランプが点灯します。 

w - Oi ® 

• AC インレット2にはダストカバーが取り付けられています。取り外したダストカバーは大 
切に保管しておいてください。 

• 取り付けた電源コードは必ずロックスプリングで固定してください。 


電源ユニットを増設したときに 
接続する AC インレット 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 


響 L 

rpn 


本装置（またはディスク増設ユニット）に3台の電源ユニットが取り付けられていて、その内 
の2台が正常に動作(電源ユニットの POWER ランプ点灯）している場合は、システム稼慟中 
(電源〇 N の状態）でも故障した電源ユニットを交換できます（次の手順2をとばしてくださ 

い）〇 


1. 前面にある電源ユニットの POWER ランプの表示で故障している電源ユニットを確認する。 
POWER ランプが消灯している電源ユニットが故障しています。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を〇 FF にする。 

3. 電源ユニットを固定しているネジをゆるめる。 

4. 電源ユニットのロックタブを押さえながら、ハンドルを持ってゆっくりと手前に引く。 


電源ユニットはまっすぐに引き出してください。引き出す途中でななめにしたり、上下左右に 
力を加えたりすると、電源ユニットと内部の接続コネクタを破損するおそれがあります。 


5. 電源ユニットを取り外す。 



6. 電源ユニットを交換せず2台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手順2で取り外した 
，ランク カバー を取り付ける。 


プランう 

w-O 


B1 


装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニツトを取り付けていないス□ツトにはブラン 
クカバーを取り付けてください。また、感電などを防止するために電源コードを接続しない AC 
インレツトにダストカバーを取り付けてください。 
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7. 「取り付け」の手順 3 〜 7 の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

3台の電源ユニットで動作していた本体の電源ユニットを電源〇 N のまま交換したときは、電源 
ユニットの P 〇 WER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コードを 
接続し、電源を ON にすると点灯します）。 
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本装置のラックからの引き出し 


八ードディスクと電源ユニットを除く部品の取り付け/取り外しの作業は本装置をラックが 
6引き出した状態で行います。 



A 注意 


A A 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。1羊しくは、 m ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 121ページを参照して準備をする。 


2. セキュリティロックを解除してフロントべゼルを取り外す。 
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3. 前面のネジ 4 本をゆるめる。 
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4. 前面左右にあるフレームを持ってゆっくりと静かにラックから引き出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされます。 

ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレバーを押して、ラッチされた状態 
を解除してください。このときに指を挟んだりしないよう十分に注意してください。 

| «-〇 レリーズレバーはドライバなどを使って押してください。指で押すと指を挟んでけがをする 
Emm おそれがあります。 



リリースレパー 
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フロントアクセスカバー 

5.25 インチデバイスの取り付け/取り外しをする場合は、本体背面側にあるフロントアクセ 
スカバーを取り外します。 


取り外し 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックがら引き出す （131 ページ参照)。 

3. ネジ3本を取り外す。 

4. 装置前面へスライドさせる。 

5. フロントアクセスカノ'{一を持ち上げて本体がら取り外す。 



取り付け 

フロントアクセスカバーを取り付ける前に、装置内部に工具やネジなどを置き忘れていない 
ことや、装置内部の部品が確実に固定されていること、取り付け忘れの部品がないことなど 
を確認してください。 

1. フロントアクセスカバーのタブが本体フレームにあるスロットに合うように位置を合わせて置 

く。 

2. 軽く本体に押しつけながら、フロントアクセスカバーを装置背面にスライドさせて取り付ける。 

3. ネジ3本でフロントアクセスカバーを固定する。 
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5.25 インチデバイスベイ 


5.25インチデバイス 

本装置には、 CD - ROM ドライブや磁気テープドライブなどのバックアップデバイスを取り付 
けるス□ットを1つ用意しています。 


搭載デバイスについて 

5.25 インチデバイスには、シングルハイトのデバイスを搭載することができます。また、 
SCSI 対応のデバイスと IDE 対応のデバイスのどちらか一方を取り付けることができます。 

• SCSI 対応デバイス 

ベースボード上の Ultra 320 ( B ) コネクタに接続されているケーブルにデバイスを接続し 
て使用する場合は 、 SCSI ID を0から6の間で設定してください。 SCSI デバイスの終端設 
定は「無効」に設定してください。 

• IDE 対応デバイス 

標準の CD - ROM ドライブに接続されているケーブルにある未使用のコネクタを接続しま 
す。デバイスの設定は、「スレーブ」に設定してください。設定はデバイスのジャンパピ 
ンを使用します。詳しくはデバイスに添付の説明書を参照してください。 


取り付け 

ここでは、 IDE デバイス、または SCSI デバイスを取り付ける手順を併せて説明します。 

1 . 121 ページを参照して準備をする。 

2 . 本装置をラックから引き出す （ 131 ページ参照)。 
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3 . フロントアクセスカバーを取り外す （ 133 ぺージ参照）。 



























































































































4. ダミーカバーを手前に静かに引き出す。 



5 . ネジ各2本を外し、ダミーカバーから 
ラッチングレール (2 個）を取り外す。 

@ 222 ) 


6 . 取り外したラッチングレール （2 個）を本 
装置に添付のネジ （P L - 
CPIMSx 3 x 6 x 15 BF ) でデバイスに取り付 
ける。 



ネジは本装置に添付のネジを使用し、 
デバイスに添付のネジは使用しないで 
ください。本装置に添付のネジより長 
いネジや径の異なるネジを使用すると 
デバイスを破損するおそれがありま 
す。 

I チェック I 

ラッチングレールの下側のネジ穴で固 
定してください。 




















































































7. デバイスを正面から見て左側を下にして、デバイスベイにデバイスを静かに押し込む。 
押し込んでいく途中で「カチッ」と音がしてロックされます。 

8. デバイスにインタフェースケーブルを接続する。 

< DE デバイスの場合〉 

CD-R 〇 M ドライプに接続しているケープルの先にコネクタがあります。このコネクタをデバイス 
に接続します。 

<SCSI デバイスを場合> 

ベースボードの Ultra 32〇 (B) コネクタに接続されているケープルのコネクタをデバイスに接続し 
ます。 

w-Oi^ 

• 内蔵の SCSI ケーブルのコネクタにはあらかじめ Wide-Narrow 変換コネクタ (50 ピン)がつ 
いています。 68 ピンのコネクタを持つデバイスを取り付けたときは、 Wide-Narrow 変換 
コネクタを取り外してデバイスの SCSI コネクタに接続してください。取り外した Wide - 
Narrow 変換コネクタは大切に保管しておいてください。 

• コネクタのピンが曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の原因となりま 
す。 5.25 インチデバイスと各ケーブルコネクタを見ながら確実に接続してください。 

ケープルをはさんでいないことを確認してください。 

9. デバイスに電源ケープルを接続する。 

装置内部にあるケープルを接続してください。 

電源ケーブルにはコネクタカバーが取り付けられています。デバイスに接続した後、カバーは 
大切に保管しておいてください。 
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10. 取り外した部品を取り付ける。 

11. 222ページの 「SCSI BIOS 」 を参照してセツトアップをする。 


取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 

n -〇 コネクタからケーブルを外すときはプルタブ(またはコネクタ部分)を持って引き抜いてく 
ださい。ケーブル部分を持って弓 I き抜くとピンが曲がったり、内部のケーブルが断線したり 
して誤動作の原因となります。 
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リアアクセスカバー 


PCI ボードや DIMM 、 CPU の取り付け/取り外しをする場合は、本体背面側にあるリアアクセ 
スカバーを取り外します。 



△注意 


A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 電源を ON にしたままリアアクセスカバーを取り外さない 


取り外し 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2 . 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3 . 背面のネジ2本をゆるめる。 

4 . 装置背面へスライドさせる。 

5 . リアアクセスカバーを持ち上げて本体から取り外す。 



取り付け 


リアアクセスカバーを取り付ける前に、装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないこと 
や、装置内部の部品が確実に固定されていること、取り付け忘れの部品がないことなどを確 
認してください。 

1. リアアクセスカバーのタブが本体 フレーム にある スロッ トに合うように位置を合わせて置く。 

2. 軽く本体に押しつけながら、リアアクセスカバーを装置前面にスライドさせる。 

3 . 装置背面側にあるリアアクセスカバーのネジ2本でカバーを固定する。 
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CPU アクセスカバー 

PCI ボードや DIMM 、 CPU の取り付け/取り外しをする場合は、本体内部にある CPU アクセス 
カバーを取り外します。ホットスワップ対応の PCI ス□ットへの取り付け/取り外しの際には 
取り外す必要はありません。 


取り外し 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2 . 本装置をラックがら引き出す （131 ページ参照)。 

3 . リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照)。 

4 . CPU アクセスカバーを固定しているネジ2本をゆるめる。 

5 . ゆるめたネジ側を持って、本体からゆっくりとていねいに取り出す。 



取り付け 

次の手順で取り付けます。 

1 . CPU アクセスカバーのネジが装置前面側に向くようにして持つ。 

2 . CPU アクセスカバーの装置背面側にあるタブを本体のス□ットに差し込む。 

3 . ゆっくりとていねいに装置に置き、ネジ2本で本体に固定する。 
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PCI ポード 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを 8 ス□ット用意しています。 
PCI ボードの中には、本装置の電源が ON のままで取り付け/取り外しができる「ホットブラ 
グ」をサポートしているものがあります。ホットプラグは、 N8104-111 100 BASE-TX 接続 
ボードと N 8104 -103/1 131000 BASE-T 接続ボードのみです。 


n -〇 pci ポードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてから pci ポードを取り扱ってください。また、 pci ポードの端子部分や部 
品を素手で触ったり、 pci ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関す 
る説明は121ページで詳しく説明しています。 

4/ ホットプラグに対応したス□ットと対応していないス□ットはタブで色分けされています。 

ホットプラグに対応する PCI ス□ット#5〜#8のタブは緑色です。ホットプラグに対応して 
いない PCI ス□ット#1〜#4のタブは青色です。 



PCI ボードには、 5V PCI ボード、 3.3V PCI ボード、ユニバーサル PCI ボードがあります。 
5V PCI ボードは 5V PCI ス□ットに、 3.3V PCI ボードは、 3.3V PCI スロットにのみ取り付 
けることができます。ユニバーサル PCI ボードはどの PCI ス□ットにも取り付けることがで 
きます。 





ユニバーサル PCI ボード 

















































































ディスクアレイコントローラに関する注意事項 

ディスクアレイコントローラを搭載し、ディスクアレイを構築する上で注意していただきた 

い点について説明します。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、ハードディスクを初期 
化します。ディスクアレイとして使用するハードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別のハードディスクにとってからボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上のハードディスクが必要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクはパックごとにディスク回転速度と容量 
が同じハードディスクを使用してください。 

• ボードを取り付けられるス□ットについては次ページを参照してください。 

• ディスクアレイコント□ーラボードは本装置内部に最大4枚まで取り付けることができま 
す。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置はディスクアレイ構成のさまざ 
まな RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルを設定する 
ことができます。設定できる RAID やデータ転送速度、アレイ構成についての詳細な説明 
は、ディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してください。 

籲ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります 
(RAID 1、5、1〇、50の場合）。 

• BIOS ユーティリティ 「 SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configu「ation_^® L _>^ 
けたスロット番号のパラメータの 「Option ROM Scan 」 を 「 Enabled 」 に、他のスロット 
は 「 Disabled 」 にしてください(本設定は出荷時に 「 Enabled 」 に設定されています）。ディ 
スクアレイコントローラを複数枚搭載した場合は、ブートさせたいボードのスロットの 
みを 「 Enabled 」 にしてください。 

籲ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をフロッピーディスクにバック 
アップして交換後のディスクアレイコントローラにリストアしてください。バックアッ 
プやリストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、ディス 
クアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。ただし、ディスクアレイコ 
ント□ーラを交換した場合は、それぞれのユーティリティを使って新規でコンフィグ 
レーション情報を作成してください。 

• 複数のディスクアレイコント□ーラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステム 
ディスクが接続されるディスクアレイコント□ーラボードは PCI ス□ット番号でブート優 
先順位が一番高いスロットに搭載してください ( PCI #1 から PCI #8 の順です)。例えば、4 
枚のディスクアレイコント□ーラボードを PCI ス□ット#3〜#6に搭載した場合、システ 
ムディスクは PCI ス□ット#3に搭載したボードに接続します。 
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搭載可能ス□ット（ N 81 00-820/821) 


〇:搭載可能一:搭載不可 


型名 


PCI 

PCI-X 

備考 

#1 #2 

#3 #4 #5 #6 #7 #8 



32- bit / 

33 

MHz 

64 -bit ハ00 MHz 

製 an 名 

ス□ットサイズ 

Full-height 

PCI 電圧 

5 V 3.3 V 

搭載可能な 
ポー ドサイズ” 

□ング / シヨート 

ホットプラグ 

未対応 

対応 

N 8103 -65 

SCSI コント□—ラ 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 


N8 103-56 

SCSI コント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

〇 

〇 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-81 

ディスクアレイコント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

— 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで搭載可 

N81 03-64A とN81 03-81 の混在不可 

N8 103-64 

ディスクアレイコント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

0 

' 〇 

〇 

N8 190- 120 

Fibre Channel コントローラ 
(2Gbps/0ptical) 

(動作周波数： 133MHz) 

— 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

O' 

〇 


N8 190- 105 

Fibre Channel コントローラ 
(2Gbps/0ptical) 

(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8140-101 

高速回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

〇 

0 

〇 

〇 

0 

〇 


N 8504 -55 

高速回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 








N 8504 -23 

V.24 高速多回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

O' 

〇 








N 8504 -24 

X.21 高速多回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 








N 8504 -56 

ISDN 高速多回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 








N8 104- 102 

高速多回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

Q 

0 

〇 

0. 

〇 

〇 


N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

— 

- 

〇 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで搭載可 

AFT 時は同じボードを最大2枚まで搭 
載可 

N81 04- 103/113との混在不可 

N8 104-84 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -113 

1000BASE-T 接続ボード (2ch) 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで搭載可 

AFT 時は同じボードを最大4枚まで搭 
載可 

N 8104 -84/1 12との混在不可 

N8 104- 103 

1000 BASE-T 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8104-111 

100BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

0 

〇 

〇 

〇 

0 

最大5まで枚搭載可 

N8 104-86 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

O' 

〇 

〇 

〇 

最大2まで枚搭載可 

N8 104-42 

4回線音声. FAX 処理ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 







*3 

N8 104-94 

4回線音声. FAX 処理ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 







最大6枚まで搭_可っ 

N8 104-95 

4回線音声処理ボード= 

(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 104-96 

12回線対応音声処理ボー P 2 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

C 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


*1 ボードの奥行サイズ。 173.1mm まで（シヨートサイズ）、 312mm まで（ロングサイズ） 

*2 5枚以上実装する場合 （4 枚以内の場合でも隣り合ろスロット以外に実装の場合）は CT バス接続ケープル [K410- 
109(00)] が必須。（ボード内部のケープル長は4ス□ット分） 

*3 1〇卩リ構成で咏口6「-丁「63加9 Technology は Disable での使用が必須。 


※同ーパスに異なる周波数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 



















































搭載可能ス□ット（ N 8100 -925/926/964/965/ 1023/1 024) 


〇:搭載可能一:搭載不可 


型名 


PCI 

PCI-X 

備考 

#1 #2 

#3 #4 #5 #6 #7 #8 



32-bit/ 

33 

MHz 

64-bit/100MHz 

製 PP 名 

ス□ツ ト サイズ 

Full-height 

PCI 電圧 

5V 3.3V 

搭載可能な 
ポー ドサイズ” 

□ング / シヨ ート 

ホツ ト プラグ 

未対応 

対応 

N8 103-75 

SCSI コント□—ラ 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-65 

SCSI コント□—ラ 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-56 

SCSI コント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-81 

ディスクアレイコント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで搭載可 

N81 03-64A とN81 03-81 の混在不可 

N8 103-64 

ディスクアレイコント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 190- 120 

Fibre Channel コントローラ 
(2Gbps/0ptical) 

(動作周波数： 133MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8190 -105 

Fibre Channel コントローラ 
(2Gbps/0ptical) 

(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8140-101 

高速回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -102 

高速多回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

〇 

0 

〇 

〇 

0 

〇 


N8 104-84 

1000巳 ASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで搭載可 

AFT 時は同じボードを最大2枚まで搭 
載可 

N8 104- 103/113との混在不可 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

最大1枚まで搭載可 

AFT 時は同じボードを最大2枚まで搭 
載可 

N8 104- 103/113との混在不可 

N 8104 -113 

10〇 0BASE-T 接続ボード (2ch) 
(動作周波数： 133MHz) 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

最大2枚まで搭載可 

AFT 時は同じボードを最大4枚まで搭 
載可 

N8 104-84/1 12との混在不可 

N8 104- 103 

1000 BASE-T 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大5枚まで搭載可 

N8 104-86 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2まで枚搭載可 

N8 104-94 

4回線音声 • FAX 処理ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 







最大6枚まで搭載可 

N 8104 -95 

4回線音声処理ボード = 

(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 104-96 

12回線対応音声処理ボード*^ 

(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


*1 ボードの奥行サイズ。 173_1mm まで（ショートサイズ）、 312mm まで（ロングサイズ） 

*2 5枚以上実装する場合 （4 枚以内の場合でも隣り合うスロット以外に実装の場合）は CT パス接続ケープル [K410- 
109(00)] が必須。（ボード内部のケープル長は4スロット分） 

*31CPU 構成で Hyper-Treading Technology は Disable での使用が必須。 

※同ーパスに異なる周波数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同士)で AFT / ALB の Teaming を組むことは不可能です。ま 
た、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことも 
不可能です。 
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ホットプラグに対応していない PCI ポード 

ホットプラグに対応していないボードの取り付け • 取り外し手順を示します。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。 

H -〇 • PCI ポー ドス□ッ ト#3 〜 #8 には 3.3 V PCI ポー ド、および ユニバーサル PCI ポー ドを 
取り付けることができます。 

參 PCI ポー ドスロッ ト#1 〜 #2 には 5 V PCI ポー ド、および ユニバーサル PCI ポー ドを 取 
り付けることができます。 

^ 參 PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットのコネク 
夕形状が合っていることを確認してください。 

參 PCI スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのもので 
す。取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、およ 
び正しく固定されていることを確認してください。 

1. 121ページを参照して準備をする。 

wO^m 

ホットプラグに対応していないポードはシステムの電源を OFF にして取り付けてください。電 

源が ON のまま取り付けると、本体および取り付けたボードが破損するおそれがあります。 

2. 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ぺージ参照）。 

PCI ボードス□ット#5〜#8へ取り付ける場合は必要ありません。 

5. ボードを取り付けるス□ットを確認する。 

6. 取り付けるス□ットと同じ位置にある増設スロットカバーの先端にあるタブを押してロックを解 
除し、タブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置から 90 度以上開かないでください。無理に開くとタブを破損する 
おそれがあります。 

7. 増設 スロット カバーを取り外す。 


w-oira 

|取り外した増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 

8. ダスト カバーを 取り外す。 





トカバーは、大切に保管しておいてください。 


9. ガイドレールの溝にボードを合わせてゆっくり本装置内へ差し込む。 















10. ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 



うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い。 


IチェックI 

• ロングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部のロックでボードを固定してください。 

• PCI スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 



11. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

IチェックI 

タブが確実にロックされていないと PCI ス□ットに電源が供給されず正常に動作しません。確実 
にロックされていることを確認してください。 

12. 取り外した部品を取り付ける。 

13. 本装置の電源を〇 N にして P 〇 ST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については105ページを参照してください。 

14. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは2◦◦ページをご覧ください。 

取り外し 
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ホットプラグに対応している PCI ポードの取り付け • 取り外し 


本装置の PCI ス□ット#5〜#8では、システムの電源が ON のままでホットプラグに対応した 
PCI ボード*を交換したり、新しく追加したりすることができます。 

• ホットプラグに対応しているボードは N 81〇 4-1 111〇〇 BASE - TX 接続ボードと N 8104-103/ 
1131000 BASE - T 接続ボードのみです。 

PCI ホットプラグには、次の機能があります。 

• Hot Add : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り付 

けをする。 

• Hot Remove : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り外 

しをする。 

• Hot Replace : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの交換を 

する。 


H -〇 • PCI ポードを取り外す際は、必ず OS(Windows Server 2003 /Windows 200 0) 
から PCI ポードを搭載しているスロットのドライバを停止させなければいけません。こ 
の操作をしないとシステムが動作しなくなることがあります。 

• Windows Server 2003 /Windows 2000の場合、 PCI ホットプラグを行った後に 
休止状態の機能は使用しないでください。休止状態から再開させる場合に元の状態へ戻 
らな < なります。 

春 PCI ホットプラグを行う場合は、あらかじめ BIOS セットアップユーティリティで以下 
の設定にしておく必要があります。 

「 Advanced」-*TPCI ConfigurationJ -^ THot-plug PCI ControlJ-►[Reserving 
memory space for PHP _ H 搭載するボードに割り当てるメモリスペースの割合” 

「 Advanced」-*TPCI ConfigurationJ -^ THot-plug PCI ControlJ-^TEmpty Bus 
Default Speed 」— 搭載するポードが動作するクロックスピード* 2 

*1 システムのメモリ容量は、実際に搭載しているメモリ容量よりも少なくなります。 

*2 システムを再起動することにより BIOS が設定値を無視して自動的に最適な設定で 
動作するよう機能します。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、必ず Administrator の権限を持つユーザーで□グイ 
ンしてください。 

• Hot Add する場合、 PCI スロット#5、#6または#7、#8単位であらかじめ設定されて 
いるクロックスピードによって Hot Add できるポードが異なります。以下を参照して 
BIOS セットアップユーティリティを使って使用する PCI ポードに応じたクロックス 
ピードを設定してください。異なるクロックで動作する PCI ポードを Hot Add すると、 
PCU □ット Fault ランプが点灯し、ホットプラグが正常に行えません。ただし、シス 
テムを再起動することにより BIOS が設定値を無視して自動的に最適な設定で動作する 
よう機能します。 


「 Advanced」-*TPCI Configuration 」—「 Hot-plug PCI ControlJ-^TEmpty Bus 
Default Speed 」 





Hot Add できる PCI ポードの条件 


1) 同じバス内に PCI ポー ドが取り付けられていない場合 


PCI スロットの 
巳旧 S 設定値 

条件 


PCI 

33 MHz 

どのクロックスピードの PCI ボードでも HotAdd 可能(ただし、 PCI 66 MHz および 
PCI-X 66 MHz /100 MHz で動作可能なボードも PCI 33 MHz で動作する） 

クロック 
スピード 

PCI 

66 MHz 

PCI 66 MHz および PCI-X 66 MHZ /1 〇 0 MHz で動作可能なボードのみ Hot Add 可能 
(ただし、 PCI - X 66 MHz および100 MHz で動作可能なボードも PCI 66 MHz で動作 
する） 

PCI-X 

66 MHz 

PCI-X 66 MHz / 1〇〇 MHz し、ずれかの PCI ボードが Hot Add 可能(ただし、 PCI-X 

1〇〇 MHz で動作可能なボードも PCI-X 66 MHz で動作する） 


PCI-X 

100 MHz 

PCI - X 1〇 0 MHz で動作可能なボードのみ Hot Add 可能 


2) 同じバス内に PCI ポー ドが取り付けられている場合 


同ークロックで動作する PCI ボードを Hot Add してください。 

• ステータス ランプの確認 

ホットプラグによるボードの取り付け/取り外しをする場合は、装置背面にある2つのラ 
ンプを参照してください（ランプは装置内部からも確認することができます）。 

— PCI ス□ット Power ランプ 

そのス□ットおよびス□ットに取り付けられている PCI ボードに電力が供給されてい 
ることを示すランプです。本装置の電源が ON の状態で、ボードを固定するタブが閉 
じている間、緑色に点灯します。 

- PCU □ット Fault ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常が起きるとアンバー色に点灯し 
ます 。 Hot Remove や Hot Replace の際に Windows Server 2003 /Windows 2000 
からドライバを停止させると点滅します。 


PGI ス□ット PCI スロット 
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• Hot Add 


Hot Add は次の手順で行います。 


1. 電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

2. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照)。 

3. ボードを取り付けるス□ットを確認する。 

ボードを取り付けるス□ットの PCI ス□ット Power ランプが点灯していないことを確認してくだ 
さい。 

4. 取り付けるス□ットと同じ位置にある増設ス□ットカバーの先端にあるタブを押してロックを解 
除し、タブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置から90度以上開かないでください。無理に開くとタブを破損する 
おそれがあります。 

5. 増設 スロット カバーを取り外す。 

|取り外した増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 

6. ダスト カバーを 取り外す。 

I w-OBM 

|取り外したダストカバーは、大切に保管しておいてください。 

7. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し込む。 

8. ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 



うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い。 


I チェック I 

• PCI スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

• ロングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部のロックでボードを固定してください。 
















9. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケーブルを接続する。 

10. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した後、点灯します。 

一 

Windows Server 2003 /Windows 2000の場合、 OS によって自動的にボードが認識されドライバ 
がインストールされます。 

IチェックI 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常があると PCU □ット Fault ランプがアン 
バー色に点灯します （ 146ページ参照)。 

タブはゆっくりと正確に閉じてください。急激に閉じるとボードを認識できない場合がありま 
す。 

11. リアアクセスカバーを取り付け、本装置をラックへ戻す。 

12. 以下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□—ルパネル]—[管理ツール] — [コンピュータの管理]—[デバイスマネージャ]の順 
でデノ \イスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 
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③プロパティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


gitel(R) PRO/IOOS Server Adapter のブロパテイ 


全般|詳細設定|ドライパ|リリ-ス| 


里 


InteKR) PRO/IOO S Server Adapter 


デノ W スの種類： ネットワ-クアダプタ 

製适元： Intel 

場所： 場所7 (PCI パス10.デパイス 8. 機能 0) 



デバイスの使用状況必 

「こ©デパイスを使う（有効） こ] 

OK | 和：セ!レ 


PCI ス□ットの位置によって 
表示が異なります。 
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• Hot Remove 


Hot Remove は次の手順で行います 0 

. 次の手順で取り外したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

I vt-ODN 

I PCI ポードを取り外す際は、必ず OS(Windows Server 2003 /Windows 200 0) から PCI 
I ポードを搭載しているス□ットのドライバを停止させなければいけません。この操作をしない 
|とシステムが動作しなくなることがあります。 


① [コント□—ルパネル]の[ハードウェアの追加と削除]を開く。 
[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 


)トドウ: t アの追加と則除ウィザ-ド 



八-ドウェアの追加ど削除ウィザ-ドの開始 

このウイザイ p アの追加、則除、取り外し、およ u トラブル 


③ハードウェアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 



④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


-ドウ I アの追加と則除ウィザード 


則除棵作の逞択 

デパイスを 一 B 寺的または恒久的に則除で • きます。 


実行す 2) 則除の揀作を逞折してはべ]をクリックしてくださ0。 
r デパイス®肖職仙 


刪飽■出前、 


このオプションを逞択しま与 




_<戻る ( g ) 丄次へ ( N )> | _キャンセル」 
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⑤取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 



取り外すデパイス (DS 択 

取り外すデパイスを逞んでください。 



ち？ビり?《 



Intel(R) PRO/IOO S Server Adapter -塌所7 


「関連デパイスを表示する迄) 


ブ□パティ (£> | 


く戻る⑻」；欠へ妙 > ] _ キ v ンセル」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリックする。 

[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが完了します。 


ドウIアの追加と則除ウィザ-ド 


デパイス®確認 

このデパイスを取り外しますか？ 


デバイスを停止します。 D 欠べ]をウリ妁してデパイスを停止してくださ U 




⑦[完了]をクリックする。 
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2. 電源が ON の状態のまま本装置をラックがら引き出す （131 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのスロットを確認する。 

I チェック I 

取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯し、 PCI ス□ット Fault ランプが点滅し 
ていることを確認してください。 

4. ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 

5. タブを押してロックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 



タブを開く際は、閉じた位置から90度以上開かないでください。無理に開くとタブを破損する 
おそれがあります。 



6. 増設スロットカバーを取り外したスロットに取り付け、タブを静かに閉じる。 



I PCI ポードを取り外したス□ットには、本装置の電磁放射特性および冷却性の維持のために必 
ず増設ス□ットカバーを取り付けてください。 

I チェック I 

PCU □ット Power ランプが1度だけ点滅し、 PCI ス□ット Fault ランプが消灯していることを確 
認してください。 

7. リアアクセスカバーを取り付け、本装置をラックに戻す。 
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• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 

1. 次の手順で交換したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

w-oira 

PCI ポードを取り外す際は、必ず OS(Windows Server 2003 /Windows 200 0) から PCI 
ポードを搭載しているス□ットのドライバを停止させなければいけません。この操作をしない 
とシステムが動作しなくなることがあります。 


① [コントロール パネル]の[ハードウェアの追加と削除]を開く。 
[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 



③ハードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 
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④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


- jjn .igiia 


刖除揉作の送択 

デパイスを一 B 寺的または'1久的に則除できます。 


実行する則除の棟作を逞択して0欠べ]をクリックしてく妓い。 
r デパイス® si 臓仙_ 


■ 


? 離1®り. 


!外すまたは取り出すには、こ®オブシヨンを逞択します d 


<戻る®」次へ <N> > I キャンセル」 


⑤取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 

覆 


A - ドウ： E アの适加と則除ウイザード 


取13外すデバイス ( DS 択 

取り外すデパイスを逞んでください。 




俯 伽。 祕瞻麵猶 たら] 


Wt 、一 r_ Jiy t/ Vi /,vn ,'： 

[| j - J 網 1 ^ ■■ ■補捧 : 1 娜/3聊|着 


I 


InteKR) PRO/IOO S Server Adapter -塌所 7 
厂関連デパイスを表示す 5 迄） 


ブ□パティ® | 


<戻る敬」；欠へ妙〉I キゃンセル」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリックする。 

[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが完了します。 
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⑦[完了]をクリックする。 



2. 電源が ON の状態のまま本装置をラックがら引き出す （ 131ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのスロットを確認する。 

取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯し、 PCI ス□ット Fault ランプが点滅し 
ていることを確認してください。 

4. ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 

5. タブを押してロックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 

w-Oi® 

タブを開く際は、閉じた位置から90度以上開かないでください。無理に開くとタブを破損する 
おそれがあります。 



156 










































































6. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し込む。 

7. ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 

W-OIM 

うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い0 

I チェック I 

• PCI スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

• ロング'ボードを取り付けた際は、ガイドレール上部のロックでボードを固定してください。 



8. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケープルを接続する。 

9. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCI スロット Fault ランプが消灯し、 PCI スロット Power ランプが1度点滅した後、点灯します。 

Windows Server 2003 /Windows 2000の場合、〇 S によって自動的にボードが認識されドライバ 
がインストールされます。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常があると PCI ス□ット Fault ランプがアン 
バー色に点灯します （ 146ページ参照)。 

タブはゆっくりと正確に閉じてください。急激に閉じるとボードを認識できない場合がありま 
す。 

10. PCI スロットカバーを取り付け、本装置をラックに戻す。 
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11. 以下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コントロールパネル]- >[ 管理ツール]4[コンピュータの管理]—[デバイスマネージャ]の順 
でデバイスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 



③プロパティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


^ tel ( R ) PRO/IOO S Server Adapter のプ□パテイ 


全股1詳細設定|ドライパ|リソース1 


里 g 


InteKR ) PRO/IOO S Server Adapter 


f ) w スの種額： ネットワークアダプタ 

製适元： Intel 

塌所： m 7 ( PCI パス1 0. デパイス8.棟能 



デバイスの使用状況必 


|このデパイスを使う（有効） 


zi 


キャンセル 


PCI ス□ットの位置によって 
表示が異なります。 
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メモリポード 

メモリ （ DIMM ) を増設または交換するときにメモリボードを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってメモリボードを取り外します。 

M -〇 メモリポードは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を素 
手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は 
121ページで詳しく説明しています。 


1. 121ページを参照して準備をする。 

2 . 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3 . リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照）。 

4 . CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照)。 

5 . 青色にマーキングされているメモリボードの両端を持って、まっすぐ上に持ち上げて装置がら取 
り出す。 



周りのポードやフレーム、ケーブルにメモリポードや DIMM をぶつけないよう注意しながら取 
り外してください。 



6. メモリボードを以下の条件を満たす場所にていねいに置く。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 
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取り付け 

次の手順に従ってメモリボードを取り付けます。 


1. メモリボードの両端を持ち、エレクトロニクスベイの両側にあるガイドレールに差し込む。 

2. メモリボードの接続部分をプロセッサボード上のコネクタに合わせ、完全に接続されるまでゆつ 
くりとていねいに押し込む。 

• 周りのポードやフレーム、ケーブルにメモリポードや DIMM をぶつけないよう注意しなが 
ら取り付けてください。また、コネクタに接続するときはボードを斜めにして押し込まない 
ように注意してください。 

• メモリポードは奥まで確実に挿入してください。 



3. 取り外した部品を取り付ける。 


























DIMM 


DIMMCDual Inline Memory Module ) は、本装置に取り付けられているメモリボード上の 
DIMM ソケットに取り付けます。 

メモリボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あり、標準で 256 MB の DIMM が4 
枚、 DIMM グループ#1に取り付けられています(標準で取り付けられている DIMM も交換する 
ことができます）。 

DIMM は4枚単位で DIMM グループ番号の小さい順に取り付けます。 


喔 L 

rpn 


メモリは最大 24 GB (2 GBX 12 枚）まで増設できます。 




DIMM group #3 
DIMM group #2 
DIMM group #1 


[;v 

匚 ; 

匚 ? 


"W 


n 

口 DIMM group # 
コ DIMM group # 
コ DIMM group # 


o) 


メモリミラーリング機能/オンラインスペアメモリ機能 

N 81〇〇 -925/926/964/965/ 1023/1024では、「メモリミラーリング機能」および「オンラ 
インスペアメモリ機能」をサポートしています。 

また N 8100 -820/821 では、「オンラインスペアメモリ機能」のみをサボートしています。 
これらの機能を使用する場合には、待機用の DIMM を搭載し、 BIOS セットアップよリサポー 
卜する機能を選択します。 


ゾ 「メモリミラーリンク'機能」および「オンラインスペアメモリ機能」のサポートは個別対応 
(RPQ) となります。 

本機能を使用しての運用をご希望の場合は、最寄の販売店またはお買い求めの販売店にご相 
談ください。 


メモリミラーリング機能を有効にする方法 

メモリミラーリング機能とは、1つのメモリグループを予備として待機させることによ 
り、運用しているメモリグループで訂正不可能なエラーが発生した場合、待機させてい 
るメモリグループに運用を切りかえる機能です。この機能を使用する場合には、通常運 
用するメモリグループは DIMM group # 1、待機させるメモリグループは DIMM group #3 
となります。なお 、 DIMM g 「 oup #2 にはメモリ （ D 旧 M ) を搭載することはできません。 

メモリミラーリング機能を有効にするためには、この後に説明する「取り付け」を参照し 
て DIMM を増設します。 

メモリミラーリング用の DIMM を取り付けるス□ットは 「DIMM group #3」になります。 
「DIMM group #3」に増設する DIMM は 「DIMM group #1」に取り付けられている D 旧 M 
と同一容量、同タイプのものを使用してください。 
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次に取り付け時の組み合わせパターンを示します。 



DIMM group #1 

DIMM group #2 

DIMM group #3 

A) 

1GB(256MBX4 枚） 

未実装 

1GB(256MBX4 枚） 

B) 

2GB(512MBX4 枚） 

未実装 

2GB(512MBX4 枚） 

C) 

4GB(1GBX4 枚） 

未実装 

4GB(1GBX4 枚） 

D) 

8GB(2GBX4 枚） 

未実装 

8GB(2GBX4 枚） 


注 1)DIMM group #3 がメモリミラーリンク'専用のソケットです。 

注 2) 本装置の出荷時には DIMM group #1 に標準で 1GB(256MBx4 枚)の 
DIMM を搭載しています。 

• オンラインスペアメモリ機能を有効にする方法 

オンラインスペアメモリ機能とは1つのメモリグループを予備として待機させることによ 
り、運用しているメモリグループで訂正可能なエラーが多発した場合、このメモリグ 
ループの内容を待機させているメモリグループにコピーして自動的に運用メモリグルー 
プを切り替える機能です。これにより、 DIMM の交換なしに連続運転が可能となります。 

オンラインスペアメモリ機能を有効にするためには、この後に説明する「取り付け」を参 
照して DIMM を増設します。 

増設する DIMM は 「DIMM group #1」および 「DIMM group #2」に取り付けられている 
DIMM と同じ容量および同じタイプのものを使用してください。取り付けるス□ットは 
「DIMM group #3」になります。次に取り付け時の組み合わせパターンを示します。 



DIMM group #1 

DIMM group #2 

DIMM group #3 

A) 

1GB(256MBX4 枚） 

未実装 

1GB(256MBX4 枚） 

B) 

1GB(256MBX4 枚） 

1GB(256MBX4 枚） 

1GB(256MBX4 枚） 

C) 

2GB(512MBX4 枚） 

未実装 

2GB(512MBX4 枚） 

D) 

2GB(512MBX4 枚） 

2GB(512MBX4 枚） 

2GB(512MBX4 枚） 

E) 

4GB(1GBX4 枚） 

未実装 

4GB(1GBX4 枚） 

F) 

4GB(1GBX4 枚） 

4GB(1GBX4 枚） 

4GB(1GBX4 枚） 

G) 

8GB(2GBX4 枚） 

未実装 

8GB(2GBX4 枚） 

H) 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 


注 1)DIMM group #3 がオンラインスペア専用のソケットです。 

注 2) 本装置の出荷時には D 旧 M group #1 に標準で 1GB(256MBx4 枚)の 
DIMM を搭載しています。 

• BIOS の設定 

ハードウエア編の 「 BIOS のセットアップ」一「システム BIOS 」一 「パラメータと説明」に示 
す 、 「Memory Configuration 」 に以下のメニューが追加されています。出荷時の設定は、 
[ Disabled ] です。 

N 8100 -925/926/964/965/ 1023/1024の場合 

このメニューの設定で、オンラインスペアメモリ機能を有効にする場合は、 
「 Sparing 」 を、メモリミラーリンク'機能を有効にする場合は、 「 Mirroring 」 を選択し 
てください。 


項目 

パラメータ 


[Disabled] 

Online Spering/Mirroring Memory 

Sparing 


Mirroring 
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N 8100 -820/821 の場合 


このメニューの設定で、オンラインスペアメモリ機能を有効にする場合は、 
「 Enabled 」 を選択してください。 


項目 

パラメータ 

Online Spere Memory 

[Disabled] 

Enabled 


• その他 

-〇 S において表示されるメモリ容量は、物理的に搭載されているすべてのメモリ容量 
から待機しているメモリ容量を差し引いたサイズとなります。 

-メモリミラーリング機能またはオンラインスペアメモリ機能が有効となっていても 
アプリケーシヨンの動作には影響ありません。 

-ディスプレイに以下のエラーメッセージが表示された場合は、それぞれの機能は自 
動的に無効となります。 

8200 Online Spere Memory was not ready . 

オンラインスペア用 （DIMM group #3) のメモリ容量が 「DIMM group #1」また 
は 「DIMM group #2」に搭載しているメモリ容量と一致していません。ボードの 
メモリ容量を確認してください。 

8201 Mirroring Memory was not ready . 

メモリミラーリング用 (DIMM group #3) のメモリ容量が 「DIMM group #1」に 
搭載しているメモリ容量と一致していない、または 「DIMM group #2」にメモリ 
が搭載されています。ボードのメモリ容量の確認または DIMM group #2に搭載 
しているメモリの取り外しを行ってください。 

-実際にメモリミラーリング機能またはオンラインメモリ機能が動作した場合、以下 
の動作 • 表示により確認ができます。 

a ) 本体前面の STATUS ランプが緑色に点滅します。 

b ) メモリミラーリング機能またはオンラインスペアメモリ機能が動作後の再起動 
時において、エラーした DIMM グループは縮退されます。 

c ) ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされている場合はイベントビューアの 
システムログに以下のログが登録されます。 

ソース 名： ESMCommonService 

イベント ID : 2313 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 

d ) 巳31\/^闩〇/36「ソ6「み96巾にて通報設定がされている場合は1\/|3旧96「通報从ロソ巳 
通報が行われます。通報内容は以下のとおりです。 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


M-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は121ページで詳しく説明しています。 

參 NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーテイの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく本装置が故障するおそれがあります。また、これら 
の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 

• インタリーブ装置であるため、グループ単位に4枚の DIMM ポードを増設してくださ 
し、。1つのグループ内に異なった仕様 # の DIMM ポードを実装すると動作しません。 

* DIMM ポードの仕様は、 DIMM ポードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
ます。 


(例） 200 MHz • 巳 ufferred •128 MB - □ウアドレス12ビット.カラムアドレス 
10ビット • Single side の場合 

200 / 巳 / 128 / R12 CIO S 



1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照)。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

5. メモリボードを取り外す （159 ページ参照)。 

6. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 

7. DIMM を取り付けるソケット両側にあるレバーをいっぱいに開く（①)。 

p-oira 

レバーに過度の力を加えないよう注意してください。 

8. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む 

(② )。 

IチェックI 

DIMM の向きに注意してください。 

DIMM の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれる 
とレバーが自動的に閉じます。レバーを 
内側に押して完全に閉じてください 

(③)〇 























DIMM は 4 枚 1 組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセットを使用してください。メ 
モリの仕様はメモリに貼付けされているラベルに以下の内容で表示されています。 


(例） 200 MHz • Bufferred •128 MB •□ウアドレス12ビット • カラムアドレス10 
ビット . Single side の場合 

200 / B / 128 / R 12 CIO S 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を〇 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラー メッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、105ページの エラー メッセ ー 
ジー覧を参照してください。 

11. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 Memory 〇〇响9ば31;1〇门」の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM Group のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する（201ぺージ参照）。 

12. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは2◦◦ページをご覧ください。 

13. Windows Server 2003または Windows 20〇〇を使用している場合は、ページンク'ファイルサイ 
ズを推奨値以上(搭載メモリ x 1.5) に設定する。 

Windows Server 2003の場合は19ページ 、 Windows 2000の場合は、42ページを参照してく 
ださい。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


4/ 故障した DIMM を取り外す場合は、 P 〇 ST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッセージを確 
認して、取り付けている DIMM ソケット（グループ）を確認してください。 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照)。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

5. メモリボードを取り外す （159 ページ参照)。 

6. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左右にひろげる（①)。 

ロックが解除され DIM M を取り外せます 

(②)。 

7. 取り外した部品を取り付ける。 


8. 本装置の電源を〇 N にして P 〇 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラー メッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、105ページの エラー メッセ ー 
ジー覧を参照してください。 

9. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」一 「Memory Retest 」 の順でメニュー 
を選択し、取り外した DIMM Group の エラー 情報をクリアする （201 ページ参照)。 

10.「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは200ページをご覧ください。 

















プロセッサボードエアダクト 

プロセッサボードエアダクトは、 CPU の)令却効果を向上させるためのカバーです。 

CPU の増設や交換の際に取り外します。 

n -〇 プロセッサポードエアダクトは必ず取り付けてください。また、正しく取り付けてくださ 
しヽ。プロセッサポードエアダクトを取り付けなかったり、正しく取り付けていなかったりす 
ると、 CPU の冷却効果が失われ、誤動作の原因や CPU の故障の原因となります。 


取り外し 

次の手順に従ってプロセッサボードエアダクトを取り外します。 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックがら引き出す （131 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ぺージ参照）。 

5. メモリボードを取り外す （159 ページ参照)。 

6. AC インレットを固定しているネジ （1 本)を外し、プロセッサボードエアダクトの取り外しにじゃ 
まにならないようコードを配置させる。 

7. AC インレットとコードがじゃまにならないように持ち、装置後方に最も近いところにあるプロ 
セッサボードエアダクトのリリースタブをつまむ。 

8. プロセッサボードエアダクトの装置後方側をコードが取り外しのじゃまにならないようになるま 
で回転させるようにして持ち上げる。 

I 

|プロセッサポードエアダクトを ICMB ポードにぶつけないよう注意してください。 

9. プロセッサボードエアダクトのエレクト□ニクスベイ前方側のタブが外れるようスライドさせ 
て、装置から取り出す。 

取り出したプロセッサボードエアダクトは、ほこりが少なく、水気のない場所に置いてくださ 
い。 
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取り付け 


次の手順に従ってプロセッサボードエアダクトを取り付けます。 

1. リリースタブが装置後方に向くようにしてプロセッサボードエアダクトを持つ。 

2. プロセッサボードエアダクトの装置後方をたてるようにしながら、エレクトロニクスペイ前面側 
のタブをエレクトロニクスペイにあるス□ットに差し込む。 

約3◦度ほどプロセッサボードエアダクトを傾けると、タブを差し込みやすくなります。 

3. AC インレットとコードをじゃまにならないように持ちながら、プ□セッサボードエアダクトの後 
方側を回転させるようにしながら装置内へ置く。 

プロセッサボードエアダクトが正しい取り付け位置になるまでゆっくりとていねいに調節してく 
ださい。 



プロセッサポードエアダクトを ICMB ポードにぶつけないよう注意してください。また、取り 
付けの際には過度の力を加えないようにしてください。 

4. AC インレットとコードを元の位置に戻し、取り外したネジで固定する。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 
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リリースタブ 


ICMB ボード 
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プロセッサポード 

プロセッサ ( CPU ) を増設または交換するときにプロセッサボードを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってプロセッサボードを取り外します。 


n -〇 プロセッサボードは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は121ページで詳しく説明しています。 


1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照)。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ぺージ参照）。 

5. メモリボードを取り外す （159 ページ参照)。 

6. プロセッサボードエアダクトを取り外す （167 ページ参照)。 

7. プロセッサボードのハンドルをいっぱいに開く。 

8. ハンドルを持って、プロセッサボードを立てた後、プロセッサボードをしっかりと持って装置が 
ら取り出す。 



9. プロセッサボードを以下の条件を満たす場所にていねいに置く。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 



























取り付け 

次の手順に従ってプロセッサボードを取り付けます。 

1. プロセッサボード底面にあるタブをペースボードのス□ットに差し込む。 

w-Oi^ 

ベースポードのス□ットにタブを差し込む際には、ベースポード上の部品にタブが接触しない 
よう、ていねいに差し込んでください。 

I チェック I 

すべてのタブをス□ットへ確実に差し込んでください。 

2. ハンドルを開いた状態にして、プロセッサボードをゆっくりとていねいにベースボードの上に置 

く。 

3. ハンドルを閉じて、プ□セッサボードがベースボードに確実に接続されるようハンドルを押す。 

4. 取り外した部品を取り付ける。 
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プ□セッサ ( CPU ) 

プ□セツサボードには 、 CPU (Intel Xeon Processor MP ) を 4 つ搭載することができるソ 
ケットがあります(標準で1つ搭載)。 



Processor (CPU) #2 Processor (CPU) #1 


rpn 


オプションの CPU の中には異な 
るレビジョン（ステッビング）の 
ものが含まれている場合があり 
ます。異なるレビジョンの CPU 
を混在して取り付けた場合、 
Windows ではイベントビユーア 
のシステムログに以下のような 
ログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 


91-0 • CPU は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 

静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。また、 CPU のピンを素手で触った 
り、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は121ペー 
ジで詳しく説明しています。 

• 1個の CPU で運用する場合は、前ページの図の Processor #1に取り付けていなけれ 
ばいけません。 

• CPU の増設順序は前ページの図にある順番です。 

• Processor #3、#4に CPU を取り付けない場合は、ダミースポンジを取り付けてお 
いてください。ダミースポンジは CPU の冷却効果を高めるための適切なエアフローを 
起こすために必要な部材です。 

説明しやすくするためにリテンションのダクト部分のイラストを省略しています（下図参 

威照)。 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックがら引き出す （131 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照)。 

5. メモリボードを取り外す （159 ぺージ参照)。 

6. プロセッサボードエアダクトを取り外す （167 ページ参照)。 

7. プロセッサボードを取り外す （17 ◦ページ参照)。 

8. CPU ソケットの位置を確認し、ソケットカバーをはがす。 

9. ソケットの レバーを持ち上げる。 u 干、パノ，、ノ 
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10. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 

CPU の向きに注意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿入を防止するために 
CPU とソケットにはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケット側のピンマーク 
を確認して正しく取り付けてくださ 
い0 




12. ヒ_トシンクを CPU の上に置く。 
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13. ヒートシンククリップでヒートシンクを 
固定する。 

リテンションの側面中央にあるタブにク 
リップを引っかけます(①)。 

次に、クリップを押さえながら、ヒート 
シンククリップの一方のクリップをリテ 
ンションのタブに引っがけます(②)。 

最後に、もう一方のヒートシンククリッ 
プをリテンションのタブに引っかけます 
(③)。 

14. ヒートシンクがプロセッサボードと水平 
に取り付けられていることを確認する。 

w-oara 

• 斜めに傾いているときは、いったん ヒート シンクを取り外してから、もう一度取り付け直し 
てください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

ー ヒート シンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定された ヒート シンクを持って動かさないでください。 

15. 取り外した部品を取り付ける。 

16. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは2◦◦ページをご覧ください。 

17. Windows Server 2003/Windows 2000で1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ以上の CPU 
で運用する場合は以下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「ACPI シングルプロセッサ PC」 になっている 
場合は 「ACPI マルチプロセッサ PC」 に変更し、メッセージに従って再起動後、システムのアップ 
デート （35 または56ページ)を行います。 
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取り外し 


CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜7を参照して取り外しの準備をした後、手順 
13〜9の逆の手順を行ってください。匕一トシンククリップは先端にあるレバーを押してク 
リップをソケットのタブから外してから残りの引つかかっている部分を外すと取り外せます 
(下図参照)。 



② 


n-O • cpu の故障以外で取り外さないでください0 

• Processor #3と#4に CPU を取り付けていない場合は、ダミースポンジを取り付け 
ておいてください。ダミースポンジは CPU の冷却効果を高めるための適切なエアフ 
□一を起こすために必要な部材です。 

• ヒートシンククリップを取り外す際は、必ずオプションの CPU に添付されているヒー 
トシンク取外し工具を使用してください。ドライバ等で無理に取り外すと誤ってプロ 
セッサポードを破損させてしまうおそれがあります。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底面にあるクールシートが CPU に粘着している場 
合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクが 
CPU から離れたことを確認してから行ってください。 CPU に粘着したままヒートシン 
クを取り外すと CPU やソケットを破損するおそれがあります。 


CPU の取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 


1 .SETUP を起動して 「Main」一「Processor Settings」一「Processor Retest」 の順でメニューを選択 
し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする （ 197ページ参照)。 

CPU を交換した場合 

rMainJ-TProcessor Settings」 の順でメニューを選択し、増設した CPU の ID および L2 Cache 
Size と L3 Cache Size が正常になっていることを確認する （ 197ぺージ参照)。 

2. BIOS セツトアップユーテイリテイを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは200ページをご覧ください。 






























ヶ ー ブル接続 

本装置内部のケープル接続パターンを説明します。 


■ DE インタフェース 


ベースボード上には IDE コネクタが1つあります。標準の状態で接続しているケーブルには2 
つのコネクタがあります。1つは、標準装備の CD - ROM ドライブに接続されています。残り 
の1つを 5.25 インチデバイスベイに搭載した内蔵型オプションの IDE デバイスに接続するこ 
とができます。 

5.25 インチデバイスベイに搭載したデバイスは、動作モード （ MASTER / SLAVE ) の設定を 
「スレーブ ( SLAVE )」 に設定してください(設定方法については、デバイスに添付の説明書を 
参照してください）。また、ケーブルの接続順序はベースボード — CD - R 〇 M ドライブ—オプ 
ションデバイスの順番としてください。 
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SCSI インタフェース 


SCSI インタフェースの接続パターンについて説明します。 


ベースポード 

ベースポード上には Ultra 320 SCSI コネクタが2つあります。標準の状態で、 Ultra 320 
SCSI ( A ) コネクタは、 3.5 インチディスクベイに接続されています。 

SCSKB ) コネクタは、 5.25 インチデバイスベイに搭載した内蔵型オプション用および外部 
SCSI デバイス接続用です。購入時では SCSKB ) コネクタには 5.25 インチデバイスベイを使 
用するためのケーブルが接続されています。外部 SCSI デバイスを使用する場合は、装置に 
添付の SCSI ケーブルを接続し直す必要があります。 


SCSI ID は IDO 〜 ID6( デイジーチェーン 


外付け SCSI ケーブル 



5.25 インチデバイス用のケーブルのコネクタには、 Wide-Narrow 変換コネクタ （50 ピン）が 
取り付けられています。 5.25 インチデバイスベイに68ピンのコネクタを持つデバイスを取 
り付ける場合は、 Wide-Narrow 変換コネクタを取り外して接続してください。 

外付け SCSI 装置を接続する場合は、接続において、最遠端に位置するデバイスに終端コネ 
クタを取り付けるか、デバイスの内部設定で終端するよう設定してください。 
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ディスクアレイコント□ーラ 

「ディスクアレイコントローラボード ( N 8103-64/81)」 は、データの信頼性を向上させるた 
めに用意されたオプシヨンの PCI ボードです。 

このボードを取リ付けると、本装置の 3.5 インチディスクベイのハードディスクやオプシヨ 
ンの DISK 増設筐体のハードディスクを「ディスクアレイ構成」で使用することができます。 



未接続 


内蔵ディスクをディスクアレイ構成にする場合 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置で、 3.5 インチディスクベイに取り 
付けているハードディスクをディスクアレイ構成に変えるケーブル接続の方法を示します。 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックがら引き出す （131 ページ参照)。 

3. フロントアクセスカバーを取り外す （ 133ページ参照）。 

4. リアアクセスカバーを取り外す （138 ページ参照)。 

5. ディスクアレイコント□ーラを PCI ス□ット#3〜#4に取付ける場合は CPU アクセスカバーを取り 
外す （139 ページ参照)。 

6. ディスクアレイコントローラを取り付ける。 

「オプションの取り付け」の 「PCI ボード」を参照して、ボードの取り付け位置の確認や取り付けを 
行ってください。 
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7. ファンユニットを固定しているネジ (2 本）をゆるめる。 

8. ファンユニットをまっすぐに持ち上げて本体から取り出す。 



9. ベースボード上の Ultra 320 SCSI (A) コネクタに接続している SCSI ケープルを取り外す。 
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10. 手順 9 で取り外したケープルをディスクアレイコントローラに SCSI ケープルを接続する。 
PCI ボード用ガイドレールの下を通すときは下図の位置がら通してください。 



11 . 取り外した部品を取り付ける。 

12. 本装置の電源を〇 N にして P 〇 ST で エラー メッセージが表示されていないことを確認する。 

エラー メッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、105ページの エラー メッセ ー 
ジー覧を参照してください。 

13. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは2◦◦ページをご覧ください。 

14. ユーティリティを使用してコンフィグレーションをする。 

ディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してください。 

iwO^m 

|取り付けたポードによつて使用するユーティリティが異なります。 
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DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 


N 8141-32 DISK 増設ユニットは最大14台取り付けることのできる専用の筐体(キャビネッ 
卜）です。ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置は DISK 増設ユニットを最 
大16台まで接続できます （ DISK 増設ユニットについての詳しい説明については、 DISK 増設 
ユニットの説明書を参照してください）。 

I n -〇 disk 増設ユニットには、ハードディスクドライブが添付されていません。別途購入してく 
ださい。 


N 8141-32 DISK 増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが 
必要です。 

• K 410-93(01) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(03) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(06) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 

DISK 増設ユニットを接続後、 DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設定してくださ 
い。設定の詳細とその方法については、ディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書 
を参照してください。 

DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設定すると、 DISK 増設ユニットに取り付けた 
ハードディスクのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、ディスクアレイコント 
□ーラボードが持つ「オートリビルド」機能によってデータを復旧することができます(電源 
が ON のまま故障したディスクを交換(ホットスワップ）してください）。 






外付け用 SCSI ケープルの取り付け 


外付け SCSI 機器を接続する場合は 、 Ultra 320 SCSI ( B ) コネクタから 5.25 インチデバイス 
用のケーブルをを取り外して、添付の外付け用 SCSI ケーブルを取り付ける必要があります。 

以下に取り付け手順を示します。 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2. 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3. フロントアクセスカバーを取り外す （ 133ページ参照）。 

4. リアアクセスカバーを取り外す （ 138ページ参照）。 

5. CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ぺージ参照）。 

6. ファンユニットを固定しているネジ (2 本）をゆるめる （18 ◦ページ参照）。 

7. ファンユニットをまっすぐに持ち上げて本体から取り出す （18 〇ページ参照)。 

8. メモリボードを取り外す （159 ページ参照)。 

9. ベースボード上の Ultra 320 SCSI (B) コネクタからケーブルを取り外す。 


ペースボード」 

I w-Oi^ 


|取り外したケーブルは大切に保管しておいてください。 

10. Ultra 320 SCSI (B) コネクタに本装置に添付の外付け用 SCSI ケープルを取り付ける。 

11 . ケープルを装置背面へ通す。 

ケープルのルーテイングは下図のとおりです。 




用ガイドレールの下を通して配線してく 
ださい 
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12. マイナスドライバなどを使ってプランクカバーを背面のフレームから取り外す。 




ブランクカパー 


13 . 外付け用 SCSI ケープルのコネクタに付いているネジ (2 本)を取り外す。 

14. 装置の内側からケーブルの先を装置背面の穴にあわせる。 

15. 手順13で取り外したネジで装置背面外側からケープルを固定する。 



16. 取り外した部品を取り付ける。 






































































































シ IJ アルインタフェース 


本体前面にあるシリアルポート B を本体背面に移動させることもできます。接続は装置に添 
付のリア用シリアルケーブルを使用します。 

以下に接続手順を示します。 

1. 121ページを参照して準備をする。 

2 . 本装置をラックから引き出す （131 ページ参照)。 

3 . フロントアクセスカバーを取り外す （ 133ページ参照）。 

4 . リアアクセスカバーを取り外す （ 13 8ページ参照)。 

5 . CPU アクセスカバーを取り外す （ 139ぺージ参照）。 

6. メモリボードを取り外す （159 ページ参照)。 

7 . ファンユニットを固定しているネジ (2 本）をゆるめる （18 ◦ページ参照）。 

8. ファンユニットをまっすぐに持ち上げて本体から取り出す （18 ◦ページ参照)。 

9 . 装置前面のコネクタからシリアルケープルを取り外す。 

シリアルケーブル 


10. ベースボードのコネクタからシリアルケーブルを取り外す。 
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ブランク カバー 


11. 装置に添付のリア用シリアルケープルをペースボードのコネクタに接続する。 



12. ケープルを装置背面へ通す。 

ケープルのルーテイングは下図のとおりです。 



13. マイナスドライバなどを使ってプランクカバーを背面のフレームから取り外す。 







































































































































































14. リア用シリアルケープルの先端にあるブラケットのネジ （1 本）を取り外す。 

15. 装置の内側がらケープルの先にあるブラケットのフック （2 力所）を引っかける。 

16. 手順14で取り外したネジで装置背面外側からシリアルケープルのコネクタを固定する。 

17. 94ページを参照して、ペースボード上のジャンパの設定を使用する用途に合わせて変更する。 



|その他のジャンパの設定は変更しないでください。本体の故障や誤動作の原因となります。 

18. 取り外した部品を取り付ける。 

ケーブルを付け直して、装置前面に取り付け直すとき、下図に示す場所から PCI ボード用ガ 
イドレールの下を通して装置前面に配線してください。 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System ( BI 〇 S ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、 
正しく設定してください。 


システム BIOS 〜 SETUP 〜 


SETUP は本装置の基本ハードウェアの設定を行うためのユーティリティツールです。この 
ユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準でインス I ルされているため、専用 
のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設定してい 
ますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明す 
るような場合など必要に応じて使用してください。 

||-〇 • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）が行ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。バスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の 2 つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 レベルのノ V° スワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更ができます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードが設定されている場合、 RJser 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目が限られます。 

參 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュー)があります。これらの項目は、出荷時の設 
定以外の値(パラメータ）に変更しないでください。これらの項目の値を変更すると、装 
置の動作の保証ができなくなるばかりでなく、装置が故障するおそれがあります。 

• 本装置には、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!-ールされていま 
す。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目に 
ついては、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてくださ 
し、。 
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起動 


次の手順に従って、 SETUP を起動します。 

1. サーバの電源を〇 N にする。 

画面にロゴが表示されます (SETUP の設定によっては POST の画面が表示されることがあります。 
この場合は、手順3に進んでください）。 

しばらくすると次のメッセージ*が画面下に表示されます。 

パターン1: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 
Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 

パターンと 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
または 
パターン 3: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

_ Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network_ 

パターン 4: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume. <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network_ 

* 装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 

2. <F2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 

以前に SETUP を起動して Security 項目の設定を変更している場合には、パスワードを入力する画 
面が表示される場合があります。その際には設定したパスワードを入力してください。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は動作 
を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を〇 FF にしてください。 

■ I ： パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 

r ^ TF ] は、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更できる設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが 
あることを示す 


現在表示しているメニューを示す 設定項目 



力ーソルキー（I 1) 

カーソルキ ー（〇、. 
<_> キー/<+> キー 

く Ente「> キー 
<Esc> キー 
く F 1> キー 


く F9> キー 
<F10> キー 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 












設定例 

次にソフトウェアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
定例を示します。 



「 ESMPRO / ServerAgent 」 が持つ温度監視機能と連携させる 

rServer」 イ Thermal Sensor」 イ Enabled」 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本装置の電源を制御する 

r ServerJ^r AC-LINKJ^r StayOffJ 

「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 「Wake On Lard 一 「Enabled」 

■: Wake 〇 nLan は、オンボードの 100 BASE - TX でサボートしています。 PCI #1,#2 スロット 

「^] では 、 Wake On Lan をサボートしたボードを搭載することによりサボート可能です。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」—「AC-LINK」—「Power OnJ 

- POWER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

「Server」—「AC-LINK」—「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
f Server」— 「 AC-LINK」— 「 StayOffJ 


起動関連 


本装置に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

HW コンソールから制御する 

fServerJ^fConsole Redirection」— それぞれの設定をする 


CPU 関連 


CPU が縮退した場合に POST をいったん停止する 

f Advanced」 一 「Memory/Processor Error」 一 「Halt」 （イ亭止） 
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搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とベースボード上のソケットの位置は下図のように対応して 
います。 



Processor (CPU) #4 


Processor (CPU) #1 


CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Processor Settings」 一 「Processor Retest」 一 「Yes」 


メモリ関連 


メモリが縮退した場合に POST をいったん停止する 

fAdvanced」 一 「Memory/Processor Error」 一 「Halt」（1 孕止） 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvanced」—「Memory Configuration」— 表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとベースボード上のソケットの位置は下図のよラに対 
応しています。 


DIMM group #3 
DIMM group #2 
DIMM group #1 


匚 ：y 

□：s 

匚 ? 


\q _n 


W 


WB 

DIMM group #3 
:コ DIMM group #2 
ミコ DIMM group #1 


j_n 


_ 9) 

o, 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest」—「Yes」— リブートするとク 
リアされる 

































































メモリミラーリング機能または、オンラインスペアメモリ機能を有効にする（メモリミラー 
U ング機能は N 81 00-925/926/964/965 /1023/1024のみサボート） 

N 8100 -820/821 の場合 

l7\dvanced」^rMenno「y Conriguratiord^rOnline Spare MemoryJ^rEnabled」 

N81 00-925/926/964/965/1023/1024 の場合 

l7\dvanced」^rMemo「y Configuratiord^rOnline Sparing/Mirroring Memory」 一それぞ、 
れの設定をする 


セキュリティ関連 


B 旧 S レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード (Supervisor） 、ユーザーパスワード （User） は個別に設定することができ 

ます。しかし、ユーザーパスワードを設定した場合は SETUP メニューへのアクセス制限が 

あります。 

POWER スイッチおよび SLEEP スイッチの機能を有効/無効にする 

「Security」—「Power Switch Inhibit」—「Enaloled」 （無効） 

「Security」 一 「Power Switch Inhibit」 一 「Disabled」 （有効） 

I n-O 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enabled 」 に設定すると、 POWER スイッチによる ON/OFF 
操作に加え、「強制シャットダウン （230 ページ参照)」も機能しなくなります。また、 
SLEEP スイッチも機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

fSecurity」— 「 Secure Mode」— それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


外付けデバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「I/O Device Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 
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PCI ホットプラグ関連 


PCI ポードをホットプラグする 


「AdvancedJ 卜 「PCI Configuration」—「Hot Plug PCI Control」—「Minimum/Middle/ 
Maximum*」 

* ホットプラグをする PCI ボードによって設定は異なります。各ボードの設定値については 
次の表を参照してください。 


N 型番 

ポー ド名 

設定値 

N 8 104-85 

1〇〇 BASE - TX 接続ボード 

Minimum 

N 8104 -103 

1〇〇 0 BASE - T 接続ボード 

Minimum 


「Adva 门 ced」 一 「PCI ConriguratiorU—rHot Plug PCI ControlJ^rEmpty Bus Default 
Speed」—「PCI Slots 5-6*」、「PCI Slots 7-8*」— 取り付けるボードのスピード 

* PCI ス□ット#5、#6および PCI ス□ット#7、#8に対して、取り付けるボードに合わせて 
あらかじめス□ットのスピードを設定しておいてください。 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 ま r こIま 「Save Changes」 


変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また H：rDisca「d Changes」 


BIOS の設定を出荷時の設定にもどす 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility | 


System Time: 

[EE ： 19 ： 20] 

Item Specific Help 


System Date: 

[12/24/2001] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Legacy Floppy A: 

[1.44/1.25 MB 3.51 

<Enter> selects field. 

Legacy Floppy B: 

[Disabled] 


Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 


► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US)] 



FI Help 
Esc Exit 


个 ‘ Select Item 
^—> Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

1.2MB 5.25" 
720Kb 3.5" 

[1.44/1.25MB 3.5"] 
2.88MB 3.5" 

フロッピーディスクドライブ A (標準装備)の 
設定をします。通常は n.44/1.25MB 3.5"J 
にしてください。 

Legacy Floppy B 

[Disabled] 

1.2MB 5.25" 
720Kb 3.5" 

1.44/1.25MB 3.5" 
2.88MB 3.5" 

フロッピーディスクドライプ B の設定をしま 
す。本装置ではドライブ B をサポートしてい 
ないので 「Disable」 にしてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

P 〇 ST 中にディスクスピンアップ待ち時間を 
設定します。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 


内蔵の IDE デバイスのタイプを表示します。 
ハードディスクの場合はディスクの容量が表 
示されます。 

Language 

[English(US)] 

French 

German 

Spanish 

Italian 

Setup で表示する言語を表示します。 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると CPU エラー情報をクリア 
します。故障した CPU を交換したいときは、 
エラー情報をクリアしてください。 

Processor Speed Setting 

— 

搭載している CPU のクロックスピードを表示 
します(表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 
Processor 2 CPUID 
Processor 3 CPUID 
Processor 4 CPUID 


CPU が正常な場合には。搭載している CPU 
の ID を表示します(表示のみ)。 CPU が実装さ 
れていない場合は 、 「Not Installed 」 と表示さ 
れます。また BMC によって Disabled されて 
いる場合には 「 Disabled 」 と表示されます。 

Processor 1 L 2 Cache Size 
Processor 2 L 2 Cache Size 
Processor 3 L 2 Cache Size 
Processor 4 L 2 Cache Size 


搭載している CPU の L 2 キャッシュサイズを 
表示します（表示のみ)。 

Processor 1 L 3 Cache Size 
Processor 2 L 3 Cache Size 
Processor 3 L 3 Cache Size 
Processor 4 L 3 Cache Size 


搭載している CPU の L 3 キャッシュサイズを 
表示します（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

有効 ( Enabled ) に設定すると、 ACPI モード 
において Hyper-Threading Technology を 
使用します。また、〇 S からはプロセッサの 
数が実際に搭載されている数の倍の表示にな 
ります。 
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Primary IDE Master/Primary IDE Slave 


Main メニューで 「Primary IDE Master」 または、 「Primary IDE Slave」 を選択すると、以下 
の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Type 

[ Auto ] 

None 

CD-ROM 

IDE Removable 

A 丁 API Removable 
Other AT API 

User 

接続されているドライブタイプを設定しま 
す。 「 Auto 」 の場合には自動設定されます、ま 
た 「 None 」 の場合には接続ドライブが無視され 
ます。 

Cylinders 

1-2048 

[ Type ] が 「 User 」 の場合に項目が表示され変更 
可能です。ドライプのシリンタ'数を表示しま 
す。 

Heads 

1-16 

[ Type ] が 「 User 」 の場合に項目が表示され変更 
可能です。ドライブの read / write へッド数を 
表ホします 0 

Sector 

1-64 

[ Type ] が 「 User 」 の場合に項目が表示され変更 
可能です。 Track ごとのセクタ数を表示しま 
す。 

Maximum Capacity 


[ Type ] が 「 User 」 の場合にのみ表示されます。 

シリンダ、ヘッド、セクタから算出されるド 
ライプ容量を表示します。 

Multi-Sector Transfers 

[ Disabled ] 

2 Sectors 

4 Sectors 

8 Sectors 

16 Sectors 

[ Type ] が 「 Auto 」 の場合には表示のみです。 
Multi - Sector 転送時、ブロックごとの転送セ 
クタ数を表示します。 


<次ページへ続く> 





















項 目 

パラメータ 

説 明 

LBA Mode Control 

[ Diabled ] 

Enabled 

[ Type ] が 「 Auto 」 の場合には表示のみです。 

LBA の Logical Black Addlessing 機能の有効/ 
無効を設定します。 

32 Bit I/O 

[ Diabled ] 

Enabled 

IDE の 32 bit データ転送の有効/無効を設定しま 
す。 

Transfer Mode 

[ Standard ] 

Fast PI 〇 1 

Fast PIO 2 

Fast PI 〇 3 

Fast PIO 4 

FPIO 3 /DMA 1 
FPIO 4 /DMA 2 

[ Type ] が 「 Auto 」 の場合には表示のみです。 

ドライプのデータ転送モードを設定します。 

Ultra DMA Mode 

[ Disabled ] 

Mode 0 

Mode 1 

Mode 2 

Mode 3 

Mode 4 

Mode 5 

[T ype ] が「 Auto 」 の場合には表示のみです。 

Ultra DMA モードの設定をします。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memorv Configuration 

► PCI Configuration 

► I/O Device Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Memory Reconfiguration 
Menu. 



Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

Memory/Processor Error 

[Off! 

[Boot] 



Help 

Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表示 

Screen 

Enabled 

させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 ロゴが表示されます。（ここでく Esc > 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

rConsole Redirection 」 が設定された場合は 
無条件に 「 Enabled 」 に設定されます。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( P 0 ST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。装置の起動後にこのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


[ Off ] 

定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

POST を実行中、 CPU またはメモリのエラー 


Halt 

が発生した際に POST の終わりで POST を 
いったん停止するかどうかを設定します。 
「 Server 」 メニユーの 「POST Error Pause 」 が 
「 Enabled 」 に設定されていても、この項目が 
「 Boot 」 に設定されているときには、 CPU ま 
たはメモリのエラーが発生した際に POST の 
終わりで停止しません。 
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Memory Configuration 


Advanced メニューで 「Memory 0〇响911「31:1〇门」を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced I 


Memory Connguration 

Item Specific Help 

DIMM Group #1 Status Normal 

DIMM Group #2 Status Normal 

DIMM Group #3 Status Not Installed 

Memory Retest rifB!l 

Extended RAM Step [Disabled] 

Online Sparing/Mirroring Memory [Disabled] 

Clear the memory 

error status. 


FI Help , i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1-#3 Status 

Normal 

Not Installed 
Disabled 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付けられてい 
ないことを示します(表示のみ)。 

画面に表示されている DIMM Group 番号に対 
するベースボード上の DIMM ソケットについ 
ては、192ページを参照してください。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると、メモリのエラー情報を 
クリアします。故障した （「 Error 」 と表示され 
た）メモリを交換したときは、エラー情報を 
クリアしてください。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every-Location 

[ Disabled ] 

メモリのテストを実施するかどうがを設定し 
ます。 

Online Sparing/Mirroring 
Memory 

[ Disabled ] 

Sparing 

Mirroring 

( N 81 00-925/926/964/965/1 023/1024 
の場合に表示されます。） 

オンラインスペアメモリ機能、またはメモリ 
ミラーリング機能の有効/無効を設定します。 
オンラインスペアメモリ機能、メモリミラー 
リング機能については161ページを参照して 
ください。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

( N 81〇〇 -820/821 の場合に表示されます。） 
オンラインスペアメモリ機能を有効にするた 
めには 「 Enabled 」 に設定する必要がありま 
す。オンラインスペアメモリ機能については 
161ページを参照してください。 
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^ • N 8100-820/821 では「オンラインスペアメモリ機肯 g 」 のみをサボートしています。 

• 「メモリミラーリング機能」および「オンラインスペアメモリ機能」のサボートは個別対応 
( RPQ ) となります。 

本機能を使用しての運用をご希望の場合は、最寄の販売店またはお買い求めの販売店に 
ご相談 < ださい。 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI 〇〇响911「31:1〇门」を選択すると、以下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

.............. よは土し 4 .適？ . S 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Hot-plug PCI Control 

Selects Hot-plug PCI 


Control menu options. 

► Embedded SCSI 


► Embedded NIC 1(10/100) 


► Embedded NIC 2(Gbit) 


► Embedded Video Controller 


► PCI Slot 1 


► PCI Slot 2 


► PCI Slot 3 


► PCI Slot 4 


► PCI Slot 5 


► PCI Slot 6 


► PCI Slot 7 


► PCI Slot 8 



FI Help 个 i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


PCI Configuration メニューの画面上で設定できる項目はありません。それぞれのサブメ 
ニューを表示させて、サブメニュー上で設定します。 
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Hot-plug PCI Control 

PCI 0〇响91^1:1〇11サブメニューで「1~1〇1:-口11^卩〇1 〇3门1:「〇1」を選択すると、以下の 画面が 表 
示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Reserving memory space 
for PHP 

[ Disabled ] 

Minimum 

Middle 

Maximum 

PCI 力ードを搭載していなし、 PCI スロットに 
対して PCI ホットプラグのために予約する 

PCI メモリサイズを設定します。 
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Empty Bus Default Speed 

Hot-plug PCI Control サブメニューで 「Empty Bus Default Speed」 を選択すると、以下の 
画面が表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Empty Bus Default Speed 

Item Specific Help 

PCI Slot 5-6: [PCI 33MHZ] 

PCI Slot 7-8: [PCI 33MHZ] 

If no cards are present 
in a PCI-X capable PCI 
bus, this will select 
the speed (33,66, or 

100 MHz) and the 
capability setting (PCI 
or PCI-X) of that empty 
bus. If cards are 
presents, this option 
is ignored and the slot 
speed and capability 
settings are 
autmatically 
determined. 


FI Help f i- Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot 5-6 

PCI Slot 7-8 

[PCI 33 MHz ] 

PCI 66 MHz 

PCI-X 66 MHz 
PCI-X 100 MHz 

PCI スロット 5-6、 および PCI スロット 7-8 に 
あらかじめス□ットスピードを設定します。 
電源〇 N 中にシステムにホットプラグでボー 
ドを実装する場合に、そのボードのスピード 
を設定しておく必要があります。なおボード 
を実装してから電源〇 N すると、ボードに対 
応したスピードが自動設定されて、この値は 
無視されます。 
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Embedded SCSI/Embedded NIC/Embedded Video Controller 


PCI Configuration サブメニューで上記のメニューをそれぞれ選択すると、以下の画面が表 
示されます(以下は 、 「Embedded SCSI 」 を選択した場合のメニューです）。 



PCI Slot 1 

Item Specific Help 

SCSI Controller: jEnabledl 

Option ROM Scan: [Enabled] 

Enables/disables 

the on-board SCSI 

controller. 


FI Help t I Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

SCSI Controller 

LAN Controller 1(10/100) 
LAN Controller 2( Gbit ) 

VGA Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵の SCSI コント□—ラ、 LAN コントロー 
ラ1、 LAN コントローラ2および Viedo コント 
□ー ラの有効/無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

各コントローラの BI 〇 S 展開の有効/無効を設 
定します。なお 、 VGA Controller にはこの 
項目はありません。 
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PCI Slot 1 〜 PCI Slot 8 


PCI Configuration サブメニューで 「PCI Slot 1 」〜 「PCI Slot 8」を選択すると、以下の画面 
が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI バスに接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている BIOS の有効/無効を設定し 
ます。ク'ラフィックスアクセラレータボード 
およびディスクアレイコント□ーラボードを 
取り付ける際にはそのスロットを 「 Enabled 」 

に設定してください。 
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I/O Device Configuration 


Serial port A: 

Base I/O address: 
Interrupt: 

Serial port B: 

Base I/O address: 
Interrupt: 

Parallel port: 

Mode: 

Base I/O address: 
Interrupt: 

DMA channel: 

Legacy USB Support 
PS/2 Mouse 


Configure serial port A 
using options: 


[Disabled] 



[Enabled] 

User configuration 

[Auto] 

BIOS or OS chooses 
configuration 


FI Help t I Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


n -〇 割り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値が他 
のリソースで使用されている場合は黄色の「 * 」が表示されます。黄色の「 * 」が表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


Advanced メニューで「1/〇 Device 0〇响911「31:1〇门」を選択すると、 以下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 

I/O Device Configuration Item Specific Help 



11 [Ecpl Ei 


ledlledl 

11 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

Auto 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A が有効 （[Enable]) の場合、 
ペースアドレスおよび割り込みを設定しま 
す。シリアルポート A が [Disable] が [Auto] の 
時には表示されません。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

Auto 

シリアルポート B の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

3F8 

[2F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート B が有効 （[Enable]) の場合、 
ペースアドレスおよび割り込みを設定しま 
す。シリアルポート B が [Disable] か [Auto] の 
時には表示されません。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

Parallel Port 

Disabled 

[Enabled] 

Auto 

パラレルポートの有効/無効を設定します。 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 

[ECP] 

パラレルポートの動作モードを設定します。 
パラレルポートが [Disable] の時には表示さ 
れません。 [Auto] の時には Mode のみ表示さ 
れます。 

Base I/O Address 

[378] 

278 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

DMA channel 

[DMA 1] 

DMA 3 

Legacy USB Support 

[Disabled] 

Enabled 

USB を正式にサポートしていない〇 S でも 

USB キーボードが使用できるようにするがど 
うがを設定します。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset 0〇门1:「〇1」を選択すると、次の画面が表示されま 
す0 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

[Disabled] 

Enabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Sleep Button 

[Present] 

Absent 

SLEEP スイッチ機能の有効/無効を設定しま 
す。 [Absent] に設定すると、〇 S の起動後は 
SLEEP スイッチでシステムをスリープ状態 
にできな<なります。 
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PCI Device 


Advanced メニューの 「Advanced Chipset Cont「ol」T「PCI Device」 を選択すると、以下の 
画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Item Specific Help 


PCI IRQ line 1 
PCI IRQ line 2 
PCI IRQ line 3 
PCI IRQ line 4 
PCI IRQ line 5 
PCI IRQ line 6 
PCI IRQ line 7 
PCI IRQ line 8: 
PCI IRQ line 9: 
PCI IRQ line 10 
PCI IRQ line 11 
PCI IRQ line 12 
PCI IRQ line 13 
PCI IRQ line 14 
PCI IRQ line 17 


[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 


PCI device can use 
hardware interrupts 
called IRQs. 


Help 

Exit 


t 1 


Select Item 
Select Menu 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 


パラメータ 


説 明 


PCI IRQ line 1-14 
PCI IRQ line 17-32 


Disabled 
[Auto Select] 

3 

4 

5 
7 

9 

10 
11 

14 

15 


PCI バスにある割り込み信号をどの IRQ リク 
エストに割り当てるかを設定します。 
パラメータの[5]、[10]、 [11] は [Server] 
メニューの [BMC IRQ] で設定されていない 
ときのみ選択できます。 


]: 出荷時の設定 


八—ドウエア編 


211 


















Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is 

Set User Password 

Clear 

[Enter] 

Superviosor Password 

Set Supervisor Password 

Password on boot: 

rianTBffl 

[Disabled] 

controls access to the 
setup utility. 

Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Secure Mode Timer: 

[2 hr] 


Hot Key (CTRL+ALT+): 

[L] 


Secure Mode Boot: 

[Disabled] 


Video Blanking 

[Disabled] 


Floppy Write Protect: 

[Disabled] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Previous Value 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 キーを押す 
と以下のような画面が表示されます(画面は 「Set Supervisor Password」 を選択したときの 
画面です）。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字以内の英数字および記号でキー 
ボードから直接入力します。 



User Password is: 


Supervisor Password Is 
Set User Password 
Set Supervisor Password 


Password on boot: 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


Clear 

Clear 

[Enter] 



Item Specific Help 


Superviosor Password 
controls access to the 


setup utility. 


Fixed disk boot seel 

Secure Mode Timer 
HotKey(CTRL+AL ( 


Set Supervisor Password 



Secure Mode Boot: _ 

Video Blanking 

Floppy Write Protect: [Disabled] 



Power Switch Inhibit: [Disabled] 


FI Help t | Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Previous Value 
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n -〇 • os のインス i -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

<Enter>*_ を押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。この設定は、 
SETUP を起動したときのパスワードの入力 
で 「Supervisor」 で□グインしたときのみ設定 
できます。 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

ブート時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。パスワードを設定する必 
要があります。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

[Write protect] に設定すると、ハードドラ 
イブの boot sector を書き込み禁止に設定す 
ることによりウィルスがら保護します。 

Secure Mode Timer 

2 min 

5 min 

10 min 

20 min 

1 hr 
[2 hr] 

キーボードやマウスがらの入力が途絶えて 
から Secure Mode に入るまでの時間を設定 
します。 

Hot Key (CTRL+ALT+) 

[L] 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 <Ctrl> キーと <Alt> キーを押しながら設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[Disabled] 

Enabled 

本装置の起動時に Secure Mode 
で起動させるかどうかを設定します。 
[Enabled] に設定すると POST 中に Secure 
mode に入ります。 

Video Blanking 

[Disabled] 

Enabled 

Secure Mode に入った時にモニタ画面を非 
表示にするがどうか設定します。 

Floppy Write Protect 

[Disabled] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ□ッピーディスクド 
ライプにセットしたフロッピーディスクへの 
書き込みを許可するか禁止するかを設定しま 
す。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。 [Enabled] に設定すると、 POWER 
スイッチで電源を〇 FF できなくなります（強 
制シャットダウン (P 〇 WER スイッチを4秒以 
上押して強制的にシャットダウンさせる機 
能）も含む）。また、 SLEEP スイッチを押し 
ても省電カモードへ移行できません。 
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Secure Mode について 


Secure Mode は、ユーザーパスワードを持つ利用者以外からのアクセスを制御するモー 
ドです。 Secure Mode を解除するまで POWER スイッチや SLEEP スイッチ、 RESET ス 
イッチ、およびキーボード、マウスは機能しません。 Secure Mode 中、サーバのキー 
ボード上のランプが ScrollLock ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順に点滅 
します。 


Secure Mode の状態にあるサーバを通常の状態に戻すには、キーボードからユーザーパ 
スワードを入力してく Ente「>* 一を入力してください。 


Server 

力ーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 は選択後、 <Ente「〉 キーを押してサブメニューを表示させてから設 
定します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


System Management 
Console Redirection 

Service Partition Type 

12 

Clear Event Log: 

[Press Enter] 

Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 

[Enabled] 

FRB-2 Policy 

[Disable BSP] 

Boot Monitoring: 

[5 Minutes] 

Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 times] 

Thermal Sensor: 

[Enabled] 

BMC IRQ: 

[11] 

Post Error Pause 

[Enabled] 

AC-UNK: 

[Last State] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menu to change 

management 


server m 
features. 


FI Help 
Esc Exit 


t 1 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


各項目については次の表を参照してください。 













項目 

パラメータ 

説 明 

Service Partition Type 

— 

サービスパーティションのタイプを表示しま 
す。 

Clear Event Log 

[Press Enter] 

<Enter> キーを押すとだたちに Error Log が 
初期化されます。 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] に設定すると、 PCI バスパリティエ 
ラー (PERR) 検出を有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] に設定すると、 PCI バスシステムエ 
ラー (SERR) 検出を有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Disable BSP] 

Do Not Disabl BSP 
Retry 3 Times 

BSP で FRB-2 エラーが発生した場合、プロ 
セッサを [Disabled] にするがしないがを設 
定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 Minutes 

10 Minutes 

15 Minutes 

20 Minutes 

25 Minutes 

30 Minutes 

35 Minutes 

40 Minutes 

45 Minutes 

50 Minutes 

55 Minutes 

60 Minutes 

起動時のブート監視の機能タイマの有効/無 
効を設定します。 [Disabled] 以外を選択する 
と、タイマが有効になります。なお、この機 
能を使用する場合は、 ESMPRO/ 
ServerAgent をインス1ルしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない〇 S から起動する場合には、この機能 
を無効にしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用する場合は、 [Disabled] にしてくださ 
い。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

プート監視機能を有効にした場合に表示され 
ます。プート監視時にタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設定します。 

[Retry 3 times] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
を3回までリトライします。3回目にプート 
を失敗すると、サービスパーティションがら 
プートを試みます。 

[Retry Service Boot] に設定するとタイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、〇 S 
ブートを3回までリトライします。その後、 
サービスパーティションがらのプートを3回 
試みます。 

[Always Reset] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
のリトライを繰り返します。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 

5 

10 

[11] 

BMC 割り込みの IRQ を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
がどうがを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの本装置の電源の状 
態を設定します(下表参照)。 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 (DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 
















System Management 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択しく Enter〉 キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Server ■ 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: 

SSH 40.86 B.0041.B.0 202082017 


Board Part #: 

243-630380 


Board Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


System Part#: 

[8100-821] 


System Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


Chassis Part #: 

243-530458-001 


Chassis Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


BMC Device ID: 

20 


BMC Device Rev: 

01 


BMC Firmware Rev: 

00.11 


BMC BBFirmware Rev: 

00.06 


IPMIRev: 

1.5 



FI Help | i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit き ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 


システム BIOS のパージョンを表示します。 

Board Part # 


ペースボードの情報を表示します。 

Board Serial # 


System Part # 


システムの情報を表示します。 

System Serial # 


Chassis Part # 

— 

筐体の情報を表示します。 

Chassis Serial # 

— 

BMC Device ID 

— 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ)の情報を表示します。 

BMC Device Rev 


BMC Firmware Rev 

— 

BMC BBFirmware Rev 

— 

IPMI Rev 


BMC がサポートしている IPMI (インテリジェ 
ントプラットフォームマネージメントインタ 
フェース）のバージョンを表示します。 

SDR Rev 

— 

SDR (センサ装置情報)のレビジョンを表示し 
ます。 

PIA Rev 

— 

PIA のレビジョンを表示します（表示のみ）。 

Primary HSBP Rev 

— 

Primary HSBP のレビジョンを表示します。 
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Console Redirection 


Serve 「メニューで 「Console 1^<^「6〇1:1〇门」を選択し<巳1^6「〉キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

I Server I 


uonsoie Redirection 

Item Specific Help 

Serial Port Address: 


If enabled, it will 

ACPI Redirection Port: 

[Disabled] 

use a port on the 
motherboad. 

Baud Rate: 

[9600] 


Flow Control: 

[CTS/RTS+CD] 


Console Type: 

[VT 100+] 


Remote Console Reset: 

[Disabled] 



FI Help t | Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port Address 

[ Disabled ] 
On-Board Com A 
On-Board Com B 

コンソールリダイレクシヨンで使用する I/O 
ポートのアドレス/割り込みを設定します。 
rOn-boad COM A 」 または「〇 n-boad COM 

B 」 を選択すると、 Advanced メニューの I/O 
Device Configuration「Serial Port 1」、 
「Serial Port 2」で選択されているアドレス/ 
割り込みを使用します。 

[ Disabled ] を選択すると、コンソールリダイ 
レクシヨン機能が無効になります。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 
On-Board Com A 
On-Board Com B 

ACPI へツドレスコンソールリタ'イレクシヨン 
で使用する1/〇ポートのアドレス/割り込みを 
設定します。 [ Disabled ] を選択すると、コンソー 
ルリダイレクシヨン機能が無効になります。 

Baud Rate 

[9600] 

19.2 k 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

CTS/RTS 

[ CTS / RTS + CD ] 

フロー制御の方法を設定します。 

Console Type 

PC ANSI 

[ VT 100+] 

VT - UTF 8 

コンソールタイプを選択します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

リモートコンソールからのリセツトの有効/ 
無効を設定します。 
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Boot 


力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 

Phoenix BIOS Setup Utility 


CD-ROM Drive 

Item Specific Help 

+Removable Devices 


+Hard Drive 

Keys used to view or 

IBA 4.0.19 Slot 0003 

configure devices: 

IBA 1.0.17 Slot 0103 

<Enter> expands or 


collapses devices with 


a + or _ 


<+> and <■> moves the 


device up or down. 


<n> May move removable 


device between Hard 


Disk or Removable Disk 


FI Help 
Esc Exit 


yj Select Item 
-► Select Menu 


■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


本装置は起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウェアを 
見つけるとそのソフトウェアで起動します。 

< t >キー/< I >キー、<十>キー/く一〉キーでブートデバイスの優先順位を変更できます。 
各デバイスの位置へ< 丨 >キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先順位を変 
更できます。 


EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してくださし、。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 
このメニューの各オプションについて以下に説明します。 


| Phoenix BIOS Setup Utility 


Exit Saving Changes 

Exit Discarding Changes 

Load Setup Defaults 

Load Custom Defaults [Enter] 

Save Custom Defaults [Enter] 

Discard Changes 

Save Changes 


Item Specific Help 


Exit Systei 
save your 
CMOS. 


，m Setup 2 
changes t 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Previous Value 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します。 Save Change & Exit を選択すると、確認の画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選択すると新たに選択した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本 
装置は自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

ここで、 「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存せずに SETUP 
を終了し ます。 SETUP の内容を変更している場合には確認メッセージが表示され ます。 
ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで Setup を終わらせることができま 
す。 「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本装置は自動 
的にシステムを再起動し ます。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値(出荷時の設定）に戻したい時に、この項目を選択しま 
す。 Load Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。「N0」を選択すると Exit メニューの 
画面に戻ります。 
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Save Custom Defaults/Load Custom Defaults 

SETUP にてパラメータ変更中に [Custom Defaults ] を一時的に CMOS に保存する場合、 
Save Custom Defaults を選択します。また CMOS に保存してある [Custom Defaults ] の値 
を□—ドする場合は 、 Load Custom Defaults を選択します。 

Discard Changes 

新たに CMOS に値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、以前の値に戻ります。「 N0 」を選択すると Exit メニューの画面 
に戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時に、こ 
の項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると CMOS (不揮発性メモリ）内に保存します。「 N0 」を選択すると 
Exit メニューの画面に戻ります。 
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SCSI BIOS 〜 SCSI Se/ect 〜 


rscsisefccd ユーティリティはベースボード上の scsi コント□—ラ（またはオプションボー 
ド上の SCSI コント□ーラ）に対して各種設定を行ラためのユーティリティで、起動には特殊 
な起動ディスクなどを使用せずに、 post の実行中に簡単なキー操作から起動することがで 
きます。 

SCSISe / ect ユーティリティの用途 

SCSISe/ect ユーティリティは、主に接続される SCSI 装置の転送速度の設定を行う場合 (5.25 
インチデバイスベイに搭載したデバイスや外付け DAT などのバックアップデバイスを接続す 
る場合）に使用します。 


n -〇 scsi のコンフィグレーションは scsi コント□ーラ単位に個別にユーティリティを起動し 
Emm て設定しなければなりません。本装置内には scsi コント□ーラが 1 つ搭載されています。 

オプションの SCSI コント□ーラポードを増設した場合は、本装置内蔵の SCSI コント□一 
ラに加え増設した枚数分の SCSI コント□ーラの設定が必要です。また、設定を変更するた 
めに使用するユーティリティも異なる場合があります。 

ベースポード内蔵のコント □ ーラに対する設定 

本装置のベースボードに搭載されている SCSI コントローラに対する設定の変更方法につい 
て説明します。オプションの SCSI コント□ーラおよびに接続した SCSI 装置に対する設定に 
ついては、「オプションボードのコント□ーラに対する設定」を参照してください。 

n -〇 本装置には、最新のバージョンの SCSI Se/ect ユーティリティがインス!-ールされていま 
emm す。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。本書と異なる設 
定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてくだ 
さい0 


起動 

SCS \ Selecti — テイ リティの起動から終了までの方法を次に示します。 


1. 本装置の電源を〇 N にする。 

NEC ロゴ表示画面の下に 
Press <ESC> to enter boot selection menu 

が表示されたら、く ESC > キーを押して POST 実行画面を表示させる。 POST 実行中の画面の途中 
で次のメッセージを表示します。 


I w-oira 

|増設した SCSI 


コント□ーラの枚数分表示されます。 


Adaptec SCSI BIOS v4.10 

(c) 2002 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

444 Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! 
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2 . < Ctrl > キーを押しながら < A > キーを押す。 

SCS \ SelectJ ~— テイ リティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 

3 . 力ーソルキーを使ってボックス内の 「 AIC -7902 A at slot 〇〇〇1:〇4:〇〇」または 「 AIC -79 〇2 B at 
slot 00 01:04:01」を選択して < Enter > キーを押す。 


AIC-7902 B at slot 00 01:04:01 


ベースボードの SCSI コントローラにはチヤネルが2つあります。チヤネルみ（〇1:〇4:〇〇)は 
Ultra 320 SCSI コネクタ(ハードディスク用)を、チヤネル B (0 1:04:01)は Ultra 320 SCSI コネク 
夕 （5.25 インチデバイスまたは外部 SCSI ( Wide ) コネクタ用）を示します。 

選択すると、「〇口1:1〇1^」メニューを表示します。 

4 . オプションからメニューを選択して < Enter > キーを押す。 

Options 


Configure/View Host Adapter Settings 


SCSI Disk Utilities 


アダプタ（選択したチヤネル）やチヤネルに接続されているデバイスに対して設定したいときは、 
rConfigure/View Host Adapter Settings 」 を選択します 0 

選択したチヤネルに接続されたハードディスクのフォーマツトやべリファイ、およびチヤネルに 
接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択します。 

詳しい内容については以降の説明を参照してください。 


Conngure/View Host Adapter Settings 

設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニューで 「Configure/View Host 
Adapter Settings」 を選択すると画面が表示されます。 

_ Connguration _ 

SCSI Bus Interface Definitions 


SCSI Controller ID .7 

SCSI Controller Parity.Enabled 

SCSI Controller Termination.Automatic 

Additional Options 

Boot Device Configuration.Press く Enter 〉 

SCSI Device Configuration.Press<Enter> 

Advanced Configuration.Press く Enter 〉 


<F6> - Reset to Host Adapter Defaults 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してく 
ださい。 
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SCSI Bus Interface Definitions 


「SCSI Bus Interface Definitions」 にある 3 つの項目は、キーボードの力ーソル (< I >キー/ 
<t> キー）で項目を選択してから、 <Ente「> キーを押して変更する項目を決定します。パラ 
メータの選択は力ーソル (< 丨 >キー/< t >キー）を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項 目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜 [7 卜 15 

「7」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

SCSI Controller Termination 

[ Automatic ] 

Enabled 

Disabled 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 
f Automatic 」 に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 


Additional Options 

「Additional 〇 ptions」 にある3つの項目はキーボードの力ーソル (< I >キー/<个 >キー ） で項 
目を選択してから、 <Ente「> キーを押すとそれぞれのサブメニューが表示されます。サブメ 
ニューにある項目はキーボードのカーソル （< 丨〉キー/<丨 >キー）で項目を選択してから、 
<Ente「> キーを押して変更する項目を決定します。パラメータの選択はカーソル (< 丨 >キー/ 
<t> キー）を使用します。 


• Boot Device Configuration 

「Boot Device Configuration」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような 
表示に変わります。 


^ Boot Device Configuration 

Single Image. 

Master SCSI Controller.AIC-7902 A at slot 00 01:04:00 


メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項 目 

パラメータ 

機能/設定 

Master SCSI Controller 


OS Boot 可能なデバイスが接続されてい 
るチャネルが選択されます。設定は変更 
できません。 


[]： 出荷時の設定 
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• SCSI Device Configuration 



「SCSI Device Configuration」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような表 
示に変わります。 


メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 

I n-0 設定は各 scsi 旧ごとに行えます。ターゲットとなる装置の scsi id を確認してから設定 

を変更してください。 

追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「〇 ptions」 メニューで 「SCSI Disk 
[ t ^ F ] Utilities」 を選択してください。しばらくすると、 SCSND と対応するデバイスの画面が表示 
されます。詳しくはこの後の 「SCSI Disk Utilities」 を参照してください。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transrer Rate 
( MB / Sec ) 

[320] 33.3 

160 20.0 

80.0 10.0 

66.6 ASYN 

40.0 

通常は「320」に設定してください。（この値 
は接続するオプションによつて変更が必要 
な場合があります。詳しくはオプションに 
添付の説明書を参照してください。 

Packetiget 

[ Yes ] 

No 

バケツ ト 化したデータ転送（デュアル トラ 
ンジション ( DT )) 機能を使用し、バスの稼 
働率を最適化するかどうがを選択します。 

QAS 

Yes 

[ No ] 

SCSI バスの稼働率を向上する Quick Arbi ¬ 
tration and Selection ( QAS ) 機能を使用す 
るかどうかを選択します。 

Initiate Wide 

Negotiation 

[ Yes ] 

No 

接続した SCSI 機器が Wide SCSI に対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 に設定して 
ください。 


[]： 出荷時の設定 
次ページに続く 
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項 目 

パラメータ 

機能/設定 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 

Send Start Unit 

[ Yes ] 

ハードディスクに対して使用する場合は 

Command 

No 

「 Yes 」 に設定してください。それ以外の場 
合は、 「 No 」 に設定してください。 

BIOS Multiple LUN 

Yes 

「 N 0」に設定してください。 

Support 

[ No ] 


Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 


[]: 出荷時の設定 
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• Advanced Configuration 

「Advanced Configuration」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような表示 
に変わります。 


Advanced Configuration - 

Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended Inti3 Translation for DOS Driver > 1 GByte .Enabled 

Post Display Mode.Diagnostic 

SCSI Controller Int 13 Support.Enabled 

- Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled - 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under Int 13 as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 


メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項 目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 

IC Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Display < Ctrl >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Extended Int 13 

Translation for DOS 

Driver > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Post Display Mode 

Verbose 

Silent 

[ Diagnostic ] 

「 Diagnostic 」 に設定してください。 

SCSI Controller Int 13 
Support 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI BIOS の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 に設定して 

ください。 

• オプションの SCSI コントローラ配下に 
接続されたハードディスウから〇 S を 
Boot する場合(標準装備の SCSI コント 
□ーラ配下にハードディスクが接続され 
ていない場合は問題ありません)。 

• 拡張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
ハードディスクが接続されていない 
SCSI コントローラの BIOS を 「 Disabled 」 
にすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Support Removable 

Disks under Int 13 as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リ厶ーバブルメディアがコント□—ルする 
オプションは AIC -79 xx BIOS によりサボー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 
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SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスがハードディスクの場合は、ディスクの□ーレベル 
フォーマツトやべリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニューで 「SCSI Disk Utilities」 を選択 
すると次のよラな SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 


—— AIC-7902 A slot 00,01:04 : 00 — 

Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 

スキャン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


Select SCSI Disk and press <Enter> 


SCSI ID #0 

No device 

SCSI ID #1 

No device 

SCSI ID #2 

No device 

SCSI ID #3 

No device 

SCSI ID #4 

No device 

SCSI ID #5 

No device 

SCSI ID #6 

ESG-SHV_SCA_HSBP_MI5 

SCSI ID #7 

AIC-7902 

SCSI ID #8 

No device 

SCSI ID #9 

No device 

SCSI ID #10 

No device 

SCSI ID #11 

No device 

SCSI ID #12 

No device 

SCSI ID #13 

No device 

SCSI ID #14 

No device 

SCSI ID #15 

No device 


この画面でデバイスを選択して <Ente「> キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスがハードディスクの場合は、次のサブメニューを実行することができま 
す。 

• Format Disk: 選択したデバイスを□—レベルでフォーマツトします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 


終了 

SCSISe/ect を終了するには、終了メッセージが表示されるまでく Esc> キーを押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保存を確認するメッセージが表示されま 
す。保存する （Yes) か、破棄する （No) を選択してください）。 
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オプシヨンポードのコントローラに対する設定 

オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 装置に関する設定はオプションの 
SCSI コント□ー ラボードに搭載されている SCSI BIOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

複数の SCSI コント□ーラボードを増設しているときは、はじめにオンボード上の SCSI コン 
トローラに対する SCSISefca ユーティリティの起動メッセージを表示後、増設した SCSI コ 
ント□ーラの数だけユーティリティの起動メッセージを表示します。起動メッセージは 

PCI#7—PCI#8 の順に表示されます。才 
プションによっては、画面の表示が異なる場合があります。詳しくは、 SCSI コントローラ 
に添付の説明書を参照してください。 
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■ J セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照してください。 


■ J セツ 


リセットにはスイッチによるハードリセットとキーボードからのソフトリセットの2つがあ 
ります。 

1 91-0 リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてしまいます。 
emm 八ングアップしたとき以外でリセットを彳ラうときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 

• 八ードリセツト 

本装置前面にある RESET スイツチを押します。 



• ソフトリセツト 

〇 S が起動する前に本装置が動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <Alt:> キーを押しな 
がら、 <Delete> キーを押してください。本装置がリセットされます。 


強制シャツトダウン 


〇 S から本装置をシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を 
〇 FF にできなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FF になりま 
す。（電源を再び ON にするときは、電源〇 FF (強制シャットタ'ウン)から約10秒ほど待ってか 
ら電源を〇 N にしてください。） 

I n -〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を on にし直して、 os を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 



■4 秒以上押し続ける 


230 













































































CMOS • バスワードのクリア 


本装置自身が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三 
者から保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 

I a -〇 CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設定に戻ります。 


パスワード /CMOS のクリアはベースポード上のジャンパスイッチを操作して行います。そ 
れぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 


② 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご 
覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


1. 現在のパラメータ値をメモする。 

2 . 121ページを参照して本装置の電源を〇 FF にして、電源コードをコンセントから抜く。 
3 . 131ページを参照して本装置をラックから引き出す。 

4 . 138ページを参照してリアアクセスカバーを取り外す。 

5 . 139ページを参照して CPU アクセスカバーを取り外す。 

6 . クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 


>本装置のジャンパピン（ピン 1-2) に付いているクリップを使用してください。 

»その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりま 
す。 

»クリップをなくさないよう注意してください。 

ジャンパスイッチは次ページ図の位置にあります。 
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ピン 1-2 にあるク 



• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（出荷時の設定) 


• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（出荷時の設定） 

7 . 本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

8 . BIOS の SETUP ユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻す。 

パスワードをクリアした場合は、必要に応じてパスワードを設定し直してください。 

9 . 変更した内容を保存して SETUP を終了する。 


10. 本装置の電源を〇 FF にして、電源コードをコンセントから抜く。 

11. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を〇 N にして設定し直す。 

一 E12E] 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 1-2 に差し込んでおいて 
くださし、。その他のジャンパピンに差 
し込むと誤動作をするおそれがありま 
す。 



ピン 1-2 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I/O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。割り込みの設 
定は、 BIOS セットアップメニュー 「SETUP」 で変更できます。詳しくは188ページを参照 
してください。 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 1 

オンボード SCSI (チャネル A ) 

PCI IRQ 2 

オンボード SCSI (チャネル B ) 

PCI IRQ 3 

オンボード LAN # 1 

PCI IRQ 4 

オンボー KLAN #2 

PCI IRQ 5 

オンボード GA 

PCI IRQ 6 

未使用 

PCI IRQ 7 

PCI スロット# UINTA ) 

PCI IRQ 8 

PCI スロット #2 (INT A ) 

PCI IRQ 9 

PCI スロツト# 3 (INT A ) 

PCI IRQ 10 

PCI スロット# 4 (INT A ) 

PCI IRQ 11 

PCI スロット# 5 (INT A ) 

PCI IRQ 12 

PCI スロツト# 6 (INT A ) 

PCI IRQ 13 

PCI スロット# 7 (INT A ) 

PCI IRQ 14 

PCI スロット# 8 (INT A ) 

PCI IRQ 15 

未使用 

PCI IRQ 16 

SCI 

PCI IRQ 17 

PCI スロット #1 (INT B ) 

PCI IRQ 18 

PCI スロット# 2 (INT B ) 

PCI IRQ 19 

PCI スロツト# 3 (INT B ) 


<次ぺージへ続く > 


IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI (BMC IRQ ) 

3 

C 〇 MB シリアルポート （ PCI ) 

11 

BMCIRQ / PCI/ISA 

4 

C 〇 MA シリアルポート （ PCI ) 

12 

マウス 

5 

PCI / LPT 2 パラレルポート （BMC IRQ ) 

13 

数値演算プロセッサ 

6 

フロッピーディスク 

14 

プライマリ1 DE ( CD - ROM ドライブ） 

7 

LPT 1 パラレルポート 

15 

PCI 
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メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 20 

PCI スロット# 4 (INT B ) 

PCI IRQ 21 

PCI スロット# 5 (INT B ) 

PCI IRQ 22 

PCI スロット# 6 (INT B ) 

PCI IRQ 23 

PCI スロット# 7 (INT B ) 

PCI IRQ 24 

PCU □ッ h #8 (INT B ) 

PCI IRQ 25 

PCI スロツト# 1( INTC )、 PCU □ツト# 2( INTD ) 

PCI IRQ 26 

PCI スロツト# UINTD )、 PCI スロツト# 2( INTC ) 

PCI IRQ 27 

PCI スロツト# 3( INTC )、 PCI スロツト# 4( INTD ) 

PCI IRQ 28 

PCI スロツト# 3( INTD )、 PCI スロツト# 4( INTC ) 

PCI IRQ 29 

PCI スロツト# 5( INTC )、 PCU □ツト# 6( INTD ) 

PCI IRQ 30 

PCI スロツト# 5( INTD )、 PCI スロツト# 6( INTC ) 

PCI IRQ 31 

PCI スロツト#フ（11\1丁0、 PCI スロツト# 8( INTD ) 

PCI IRQ 32 

PCI スロツト# 7( INTD )、 PCI スロツト# 8( INTC ) 


• I / O ポートアドレス 

本装置では、1/〇ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス 

使用チップ 

00 -IF 

8 ビット DMA コントロールレジスタ 

20-21 

マスター8259プログラミングインタフェース 

2 E -2 F 

コンフィグレーション 

40-43 

8254プログラミングインタフェース 

60 

キーボード/マウス 

61 

NMI ステータスレジスタ 

64 

キーボード/マウス 

70-71 

NMI イネープルレジスタ/リアルタイムクロック 

80-8 F 

16ビット DMA コント□—ルレジスタ 

AO - A 1 

スレーブ8259プロク'ラミングインタフェース 

CO-DF 

DMA コントローラページレジスタ 

E 0- E 9 

ベースアドレスレジスタ 

F 0 

レジスタ IRQ 13 

FI-FF 

論理デバイスコンフィグレーション 

170 - 177 or BAR 2 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブロックレジスタ 

IF 〇 -1 F 7 or BAR 0 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブロックレジスタ 

278- 27 F 

(パラレルポート 3) 

2 F 8- 2 FF 

シリアルポ _ 卜 B 

BAR or 376 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブロックレジスタ 

370- 377 

(フロッピーディスクドライブ2 )、 IDE 2 

378 -37 F 

(パラレルポート 2) 

3 B 0-3 BB 

VGA 

3 BC - 3 BE 

パラレルポート A 

3 C 0- 3 DF 

VGA 

3 F 6 or BARI 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブロックレジスタ 

3 F 0- 3 F 7 

フロッピーディスクドライブ1、 IDE 1 

3 F 8- 3 FF 

シリアルポート1 

40 B 

DMA 1 拡張ライトモードレジスタ 

4 D 0 

マスター8259 ELCR プログラミング 

4 D 1 

スレーブ8259 ELCR プログラミング 

4 D 6 

DMA 2 拡張ライトモードレジスタ 

580 - 58 F 

SMBus コントロール 
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アドレス 

使用チップ 

900-93 F 

PHPC 1 register 

900-97 F 

PHPC 2 register 

C 00 

PCI IRQ マッピングインデックスレジスタ 

C 01 

PCI IRQ マッピングデータレジスタ 

C 14 

PCI エラーステータスレジスタ 

C 49 

アドレス/ステータスコントロール 

C 4 A 

立ち上がり時間 （Rise Time ) カウンターコントロール 

C 52 

汎用レジスタ （ GPMs ) 

C 6 C 

ISA ウェイトレジスタ 

C 6 F 

その他コント□ールレジスタ 

CA 2- CA 3 

IPMKMPI KCS インタフェース） 

CA 4- CA 5 

IPMKSMI インタフェース） 

CA 6- CA 7 

IPMKSCI / SW 1 インタフェース） 

CD 6 

パワーマネージメントインデックスレジスタ 

CD 7 

パワーマネージメントデータレジスタ 

CF 8, CFC 

PCI コンフィグレーションスペース 

CF 9 

リセットコント□—ル 

F 50- F 58 

汎用チップセット 

FEOO - FE 3 F 

チップセット 

BAR 4+00 - OF 

EDMA 2 PCI ベースアドレスレジスタ4 


*116 進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I/O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されます。 
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